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法人単位資金収支計算書
(自) 令和 6年 4月 1日 (至) 令和 7年 3月31日

社会福祉法人名  社会福祉法人　京都障害者福祉センター

第一号第一様式（第十七条第四項関係）

 Page:  1

(単位：円)

勘　定　科　目 予算(A) 決算(B) 差異(A)-(B)
介護保険事業収入  825,000  822,019  2,981
就労支援事業収入  171,161,000  164,963,597  6,197,403

収 障害福祉サービス等事業収入 1,725,429,000 1,701,766,242  23,662,758
その他の事業収入  107,033,000  106,704,209  328,791
その他の収入  1,855,000  1,284,754  570,246

事 入 経常経費寄附金収入  1,511,000  1,510,163  837
業 受取利息配当金収入  9,933,000  10,753,390 △820,390
活 その他の収入  23,226,000  21,180,868  2,045,132
動  事業活動収入計(1) 2,040,973,000 2,008,985,242  31,987,758
に 人件費支出 1,421,290,000 1,379,937,753  41,352,247
よ 事業費支出  136,724,000  120,750,703  15,973,297
る 支 事務費支出  182,679,000  158,001,364  24,677,636
収 就労支援事業支出  174,479,000  161,614,261  12,864,739
支 支払利息支出  3,800,000  3,641,745  158,255

出 その他の支出  15,789,000  14,660,460  1,128,540
法人税、住民税及び事業税支出  92,000  87,100  4,900
流動資産評価損等による資金減少額  7,600,000  7,565,100  34,900

 事業活動支出計(2) 1,942,453,000 1,846,258,486  96,194,514
事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)  98,520,000  162,726,756 △64,206,756

施 施設整備等補助金収入  9,625,000  9,625,000
設 収 施設整備等寄附金収入  150,000  150,000
整 設備資金借入金収入  260,000,000  260,000,000
備 入 固定資産売却収入  24,000  24,000
等  施設整備等収入計(4)  269,799,000  269,799,000
に 支 設備資金借入金元金償還支出  39,200,000  39,117,000  83,000
よ 固定資産取得支出  326,933,000  314,999,186  11,933,814
る 出 その他の施設整備等による支出  1,039,000  1,038,060  940
収  施設整備等支出計(5)  367,172,000  355,154,246  12,017,754
支 施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) △97,373,000 △85,355,246 △12,017,754
そ 収 積立資産取崩収入  4,437,000  4,437,000
の 入 その他の活動による収入  500,000  495,800  4,200
他  その他の活動収入計(7)  4,937,000  495,800  4,441,200
の 積立資産支出  12,119,000  12,118,270  730
活 支 その他の活動による支出  500,000  495,800  4,200
動
に
よ 出
る
収  その他の活動支出計(8)  12,619,000  12,614,070  4,930
支 その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) △7,682,000 △12,118,270  4,436,270
予備費支出(10)

 ―

当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10) △6,535,000  65,253,240 △71,788,240

前期末支払資金残高(12)  900,875,240  900,875,240
当期末支払資金残高(11)+(12)  894,340,240  966,128,480 △71,788,240



資金収支内訳表
(自) 令和 6年 4月 1日 (至) 令和 7年 3月31日

社会福祉法人名  社会福祉法人　京都障害者福祉センター

第一号第二様式（第十七条第四項関係）

  Page:   1

(単位：円)

勘　定　科　目 社会福祉事業 公益事業 合　　計 内部取引消去 法 人 合 計
介護保険事業収入         822,019         822,019         822,019
就労支援事業収入     170,220,597     170,220,597     △5,257,000     164,963,597

収 障害福祉サービス等事業収入   1,701,766,242   1,701,766,242   1,701,766,242
その他の事業収入      66,509,128      40,195,081     106,704,209     106,704,209
その他の収入       1,284,754       1,284,754       1,284,754

事 入 経常経費寄附金収入       1,510,163       1,510,163       1,510,163
業 受取利息配当金収入      10,739,867          13,523      10,753,390      10,753,390
活 その他の収入      21,180,868      21,180,868      21,180,868
動     事業活動収入計(1)   1,974,033,638      40,208,604   2,014,242,242     △5,257,000   2,008,985,242
に 人件費支出   1,374,198,568       5,739,185   1,379,937,753   1,379,937,753
よ 事業費支出     120,750,703     120,750,703     120,750,703
る 支 事務費支出     140,823,562      22,434,802     163,258,364     △5,257,000     158,001,364
収 就労支援事業支出     161,614,261     161,614,261     161,614,261
支 支払利息支出       3,641,745       3,641,745       3,641,745

出 その他の支出      14,660,460      14,660,460      14,660,460
法人税、住民税及び事業税支出          87,100          87,100          87,100
流動資産評価損等による資金減少額       7,565,100       7,565,100       7,565,100
    事業活動支出計(2)   1,823,254,399      28,261,087   1,851,515,486     △5,257,000   1,846,258,486

事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)     150,779,239      11,947,517     162,726,756     162,726,756
施 施設整備等補助金収入       9,325,000         300,000       9,625,000       9,625,000
設 収 施設整備等寄附金収入         150,000         150,000         150,000
整 設備資金借入金収入     260,000,000     260,000,000     260,000,000
備 入 固定資産売却収入          24,000          24,000          24,000
等     施設整備等収入計(4)     269,499,000         300,000     269,799,000     269,799,000
に 支 設備資金借入金元金償還支出      39,117,000      39,117,000      39,117,000
よ 固定資産取得支出     306,338,996       8,660,190     314,999,186     314,999,186
る 出 その他の施設整備等による支出       1,038,060       1,038,060       1,038,060
収     施設整備等支出計(5)     346,494,056       8,660,190     355,154,246     355,154,246
支 施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)    △76,995,056     △8,360,190    △85,355,246    △85,355,246
そ 収 事業区分間長期貸付金回収収入       4,505,196       4,505,196     △4,505,196
の 入 その他の活動による収入         495,800         495,800         495,800
他     その他の活動収入計(7)       5,000,996       5,000,996     △4,505,196         495,800
の 積立資産支出      12,118,270      12,118,270      12,118,270
活 支 事業区分間長期借入金返済支出       4,505,196       4,505,196     △4,505,196
動 その他の活動による支出         495,800         495,800         495,800
に
よ 出
る
収     その他の活動支出計(8)      12,614,070       4,505,196      17,119,266     △4,505,196      12,614,070
支 その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)     △7,613,074     △4,505,196    △12,118,270    △12,118,270
当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9)      66,171,109       △917,869      65,253,240      65,253,240

前期末支払資金残高(11)     875,776,441      25,098,799     900,875,240     900,875,240
当期末支払資金残高(10)+(11)     941,947,550      24,180,930     966,128,480     966,128,480



法人単位事業活動計算書
(自) 令和 6年 4月 1日 (至) 令和 7年 3月31日

社会福祉法人名  社会福祉法人　京都障害者福祉センター

第二号第一様式（第二十三条第四項関係）

 Page:  1

(単位：円)

勘　定　科　目 当年度決算(A) 前年度決算(B) 増減(A)-(B)
介護保険事業収益  822,019  399,194  422,825

収 就労支援事業収益  164,963,597  155,571,493  9,392,104
サ 障害福祉サービス等事業収益 1,701,766,242 1,646,766,783  54,999,459
｜ その他の事業収益  106,704,209  107,157,533 △453,324
ビ 益 その他の収益  1,284,754  1,424,279 △139,525
ス 経常経費寄附金収益  1,510,163  1,497,010  13,153
活 サービス活動収益計(1) 1,977,050,984 1,912,816,292  64,234,692
動 人件費 1,378,128,968 1,357,645,876  20,483,092
増 費 事業費  120,750,703  117,185,618  3,565,085
減 事務費  159,039,904  145,534,153  13,505,751
の 就労支援事業費用  163,363,496  159,491,584  3,871,912
部 用 減価償却費  90,547,461  89,798,494  748,967

国庫補助金等特別積立金取崩額 △4,753,164 △4,089,657 △663,507
サービス活動費用計(2) 1,907,077,368 1,865,566,068  41,511,300

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)  69,973,616  47,250,224  22,723,392
サ 受取利息配当金収益  10,753,390  9,789,556  963,834
｜ 収 有価証券評価益  44,112,887 △44,112,887
ビ 有価証券売却益  7,630,830 △7,630,830
ス 益 その他のサービス活動外収益  21,180,868  18,805,232  2,375,636
活 サービス活動外収益計(4)  31,934,258  80,338,505 △48,404,247
動 支払利息  3,641,745  1,774,492  1,867,253
外 費 有価証券評価損  7,565,100  7,565,100
増 その他のサービス活動外費用  14,660,460  14,573,023  87,437
減 用
の サービス活動外費用計(5)  25,867,305  16,347,515  9,519,790
部 サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)  6,066,953  63,990,990 △57,924,037
経常増減差額(7)=(3)+(6)  76,040,569  111,241,214 △35,200,645

施設整備等補助金収益  9,625,000  3,060,000  6,565,000
収 施設整備等寄附金収益  150,000  125,880  24,120

固定資産受贈額  77,000  81,106,022 △81,029,022
特 益 固定資産売却益  9,998  831,473 △821,475
別 その他の特別収益  495,800  20,856,100 △20,360,300
増  特別収益計(8)  10,357,798  105,979,475 △95,621,677
減 固定資産売却損・処分損  148,507  533,470 △384,963
の 費 国庫補助金等特別積立金取崩額(除却等) △80,208 △80,208
部 国庫補助金等特別積立金積立額  9,625,000  3,060,000  6,565,000

用 その他の特別損失  495,800  20,856,100 △20,360,300
 特別費用計(9)  10,189,099  24,449,570 △14,260,471

特別増減差額(10)=(8)-(9)  168,699  81,529,905 △81,361,206
税引前当期活動増減差額(11)=(7)+(10)  76,209,268  192,771,119 △116,561,851
法人税、住民税及び事業税(12)  87,100  87,100
法人税等調整額(13)
当期活動増減差額(14)=(11)-(12)-(13)  76,122,168  192,771,119 △116,648,951

繰 前期繰越活動増減差額(15) 1,961,235,507 1,770,031,451  191,204,056
越 当期末繰越活動増減差額(16)=(14)+(15) 2,037,357,675 1,962,802,570  74,555,105
活 基本金取崩額(17)
動 その他の積立金取崩額(18)  4,510,937 △4,510,937
増 その他の積立金積立額(19)  12,118,270  6,078,000  6,040,270
減
差
額
の
部 次期繰越活動増減差額(20)=(16)+(17)+(18)-(19) 2,025,239,405 1,961,235,507  64,003,898



事業活動内訳表
(自) 令和 6年 4月 1日 (至) 令和 7年 3月31日

社会福祉法人名  社会福祉法人　京都障害者福祉センター

第二号第二様式（第二十三条第四項関係）

  Page:   1

(単位：円)

勘　定　科　目 京都障害者福祉センター
社会福祉事業 公益事業

合　　計 内部取引消去 法 人 合 計

介護保険事業収益         822,019         822,019         822,019
収 就労支援事業収益     170,220,597     170,220,597     △5,257,000     164,963,597

サ 障害福祉サービス等事業収益   1,701,766,242   1,701,766,242   1,701,766,242
｜ その他の事業収益      66,509,128      40,195,081     106,704,209     106,704,209
ビ 益 その他の収益       1,284,754       1,284,754       1,284,754
ス 経常経費寄附金収益       1,510,163       1,510,163       1,510,163
活     サービス活動収益計(1)   1,942,112,903      40,195,081   1,982,307,984     △5,257,000   1,977,050,984
動 人件費   1,372,389,783       5,739,185   1,378,128,968   1,378,128,968
増 費 事業費     120,750,703     120,750,703     120,750,703
減 事務費     141,862,102      22,434,802     164,296,904     △5,257,000     159,039,904
の 就労支援事業費用     163,363,496     163,363,496     163,363,496
部 用 減価償却費      81,180,484       9,366,977      90,547,461      90,547,461

国庫補助金等特別積立金取崩額     △4,749,814         △3,350     △4,753,164     △4,753,164
    サービス活動費用計(2)   1,874,796,754      37,537,614   1,912,334,368     △5,257,000   1,907,077,368

サービス活動増減差額(3)=(1)-(2)      67,316,149       2,657,467      69,973,616      69,973,616
サ 収 受取利息配当金収益      10,739,867          13,523      10,753,390      10,753,390
｜ 益 その他のサービス活動外収益      21,180,868      21,180,868      21,180,868
ビ     サービス活動外収益計(4)      31,920,735          13,523      31,934,258      31,934,258
ス 支払利息       3,641,745       3,641,745       3,641,745
活 費 有価証券評価損       7,565,100       7,565,100       7,565,100
動 その他のサービス活動外費用      14,660,460      14,660,460      14,660,460
外
増 用
減
の     サービス活動外費用計(5)      25,867,305      25,867,305      25,867,305
部 サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5)       6,053,430          13,523       6,066,953       6,066,953
経常増減差額(7)=(3)+(6)      73,369,579       2,670,990      76,040,569      76,040,569

施設整備等補助金収益       9,325,000         300,000       9,625,000       9,625,000
収 施設整備等寄附金収益         150,000         150,000         150,000

固定資産受贈額          77,000          77,000          77,000
特 益 固定資産売却益           9,998           9,998           9,998
別 その他の特別収益         495,800         495,800         495,800
増     特別収益計(8)      10,057,798         300,000      10,357,798      10,357,798
減 固定資産売却損・処分損         148,506               1         148,507         148,507
の 費 国庫補助金等特別積立金取崩額(除却等)        △80,208        △80,208        △80,208
部 国庫補助金等特別積立金積立額       9,325,000         300,000       9,625,000       9,625,000

用 その他の特別損失         495,800         495,800         495,800
    特別費用計(9)       9,889,098         300,001      10,189,099      10,189,099

特別増減差額(10)=(8)-(9)         168,700             △1         168,699         168,699
税引前当期活動増減差額(11)=(7)+(10)      73,538,279       2,670,989      76,209,268      76,209,268
法人税、住民税及び事業税(12)          87,100          87,100          87,100
法人税等調整額(13)
当期活動増減差額(14)=(11)-(12)-(13)      73,538,279       2,583,889      76,122,168      76,122,168

繰 前期繰越活動増減差額(15)   1,894,784,011      66,451,496   1,961,235,507   1,961,235,507
越 当期末繰越活動増減差額(16)=(14)+(15)   1,968,322,290      69,035,385   2,037,357,675   2,037,357,675
活 基本金取崩額(17)
動 その他の積立金取崩額(18)
増 その他の積立金積立額(19)      12,118,270      12,118,270      12,118,270
減
差
額
の
部 次期繰越活動増減差額(20)=(16)+(17)+(18)-(19)   1,956,204,020      69,035,385   2,025,239,405   2,025,239,405



法人単位貸借対照表
令和 7年 3月31日現在

社会福祉法人名  社会福祉法人　京都障害者福祉センター

第三号第一様式（第二十七条第四項関係）

 Page:  1

(単位：円)

資  産  の  部
当年度末 前年度末 増  減

負  債  の  部
当年度末 前年度末 増  減

流動資産 1,085,871,645 1,041,464,987  44,406,658 流動負債  214,481,998  229,503,038 △15,021,040
 現金預金  520,065,117  480,744,039  39,321,078  事業未払金  88,821,251  92,129,080 △3,307,829
 現金  360,273  436,029 △75,756  その他の未払金  1,898,971  629,647  1,269,324
 預金  517,142,289  477,889,654  39,252,635  1年以内返済予定設備資金借入金  46,548,000  39,112,000  7,436,000
 小口  2,562,555  2,418,356  144,199  未払費用  8,657,311  8,968,170 △310,859

 有価証券  235,413,666  242,978,766 △7,565,100  預り金  612,519  659,984 △47,465
 事業未収金  301,428,808  293,852,946  7,575,862  職員預り金  13,581,521  24,168,853 △10,587,332
 未収金  5,063,232  1,940,852  3,122,380  前受金  385,750  427,124 △41,374
 未収補助金  10,901,605  8,727,401  2,174,204  仮受金  38,180  7,660,900 △7,622,720
 商品・製品  1,381,984  1,360,375  21,609  賞与引当金  53,938,495  55,747,280 △1,808,785
 仕掛品  29,699  29,699 固定負債  681,325,000  467,878,000  213,447,000
 原材料  3,774,762  3,581,676  193,086  設備資金借入金  681,325,000  467,878,000  213,447,000
 立替金  508,329  459,398  48,931 負債の部合計  895,806,998  697,381,038  198,425,960
 前払金  124,018  124,018  純  資  産  の  部 
 前払費用  6,619,208  6,684,992 △65,784 基本金  1,300,000  1,300,000
 仮払金  6,586 △6,586  基本金  1,300,000  1,300,000
 その他の流動資産  561,217  1,003,938 △442,721 国庫補助金等特別積立金  27,527,731  22,887,406  4,640,325
固定資産 2,358,829,383 2,124,047,588  234,781,795  国庫補助金等特別積立金  27,527,731  22,887,406  4,640,325
 基本財産 1,535,137,772 1,402,079,562  133,058,210 その他の積立金  494,826,894  482,708,624  12,118,270
 土地  681,629,182  681,629,182  修繕積立金  124,619,154  115,619,154  9,000,000
 建物  852,208,590  719,150,380  133,058,210  備品等購入積立金  3,000,000  3,000,000
 定期預金  1,300,000  1,300,000  経営安定化積立金  118,583,596  118,583,596
 その他の固定資産  823,691,611  721,968,026  101,723,585  移行時特別積立金：人件費  35,400,000  35,400,000
 建物  178,555,233  110,512,010  68,043,223  移行時特別積立金：修繕  50,000,000  50,000,000
 構築物  39,962,885  25,385,584  14,577,301  移行時特別積立金：備品等購入  50,000,000  50,000,000
 機械及び装置  21,445,805  8,383,850  13,061,955  移行時特別積立金：その他  25,000,000  25,000,000
 車輌運搬具  37,418,055  36,277,135  1,140,920  工賃変動積立金  13,843,428  13,725,158  118,270
 器具及び備品  42,125,643  38,005,755  4,119,888  設備等整備積立金  74,380,716  74,380,716
 建設仮勘定  12,029,345 △12,029,345 次期繰越活動増減差額 2,025,239,405 1,961,235,507  64,003,898
 権利  4,164,759  3,619,196  545,563  次期繰越活動増減差額 2,025,239,405 1,961,235,507  64,003,898
 ソフトウェア  2,780,293  3,122,434 △342,141  （うち当期活動増減差額）  76,122,168  192,771,119 △116,648,951
 投資有価証券  10,000  10,000
 長期前払費用  2,067,304  1,625,063  442,241
 その他の固定資産  334,740  289,030  45,710
 修繕積立資産  124,619,154  115,619,154  9,000,000
 備品等購入積立資産  3,000,000  3,000,000
 経営安定化積立資産  118,583,596  118,583,596
 移行時特別積立資産：人件費  35,400,000  35,400,000
 移行時特別積立資産：修繕  50,000,000  50,000,000
 移行時特別積立資産：備品等購入  50,000,000  50,000,000
 移行時特別積立資産：その他  25,000,000  25,000,000
 工賃変動積立資産  13,843,428  13,725,158  118,270
 設備等整備積立資産  74,380,716  74,380,716 純資産の部合計 2,548,894,030 2,468,131,537  80,762,493

資産の部合計 3,444,701,028 3,165,512,575  279,188,453 負債及び純資産の部合計 3,444,701,028 3,165,512,575  279,188,453



貸借対照表内訳表
令和 7年 3月31日現在

社会福祉法人名  社会福祉法人　京都障害者福祉センター

第三号第二様式（第二十七条第四項関係）

 Page:  1

(単位：円)

勘　定　科　目 社会福祉事業 公益事業 合　　計 内部取引消去 法 人 合 計
流動資産  1,064,385,994  26,886,342  1,091,272,336 △5,400,691  1,085,871,645
 現金預金  508,843,028  11,222,089  520,065,117  520,065,117
 有価証券  235,413,666  235,413,666  235,413,666
 事業未収金  291,380,038  15,449,461  306,829,499 △5,400,691  301,428,808
 未収金  4,932,498  130,734  5,063,232  5,063,232
 未収補助金  10,901,605  10,901,605  10,901,605
 商品・製品  1,381,984  1,381,984  1,381,984
 仕掛品  29,699  29,699  29,699
 原材料  3,774,762  3,774,762  3,774,762
 立替金  506,771  1,558  508,329  508,329
 前払金  124,018  124,018  124,018
 前払費用  6,536,708  82,500  6,619,208  6,619,208
 その他の流動資産  561,217  561,217  561,217

固定資産  2,313,678,278  67,130,253  2,380,808,531 △21,979,148  2,358,829,383
 基本財産  1,535,137,772  1,535,137,772  1,535,137,772
 土地  681,629,182  681,629,182  681,629,182
 建物  852,208,590  852,208,590  852,208,590
 定期預金  1,300,000  1,300,000  1,300,000

 その他の固定資産  778,540,506  67,130,253  845,670,759 △21,979,148  823,691,611
 建物  118,859,451  59,695,782  178,555,233  178,555,233
 構築物  39,172,199  790,686  39,962,885  39,962,885
 機械及び装置  20,912,031  533,774  21,445,805  21,445,805
 車輌運搬具  37,418,055  37,418,055  37,418,055
 器具及び備品  36,015,632  6,110,011  42,125,643  42,125,643
 権利  4,164,759  4,164,759  4,164,759
ソフトウェア  2,780,293  2,780,293  2,780,293

 投資有価証券  10,000  10,000  10,000
 事業区分間長期貸付金  21,979,148  21,979,148 △21,979,148
 長期前払費用  2,067,304  2,067,304  2,067,304
 その他の固定資産  334,740  334,740  334,740
 修繕積立資産  124,619,154  124,619,154  124,619,154
 備品等購入積立資産  3,000,000  3,000,000  3,000,000
 経営安定化積立資産  118,583,596  118,583,596  118,583,596
 移行時特別積立資産：人件費  35,400,000  35,400,000  35,400,000
 移行時特別積立資産：修繕  50,000,000  50,000,000  50,000,000
 移行時特別積立資産：備品等購入  50,000,000  50,000,000  50,000,000
 移行時特別積立資産：その他  25,000,000  25,000,000  25,000,000
 工賃変動積立資産  13,843,428  13,843,428  13,843,428
 設備等整備積立資産  74,380,716  74,380,716  74,380,716

資産の部合計  3,378,064,272  94,016,595  3,472,080,867 △27,379,839  3,444,701,028
流動負債  217,177,277  2,705,412  219,882,689 △5,400,691  214,481,998
 事業未払金  92,044,906  2,177,036  94,221,942 △5,400,691  88,821,251
 その他の未払金  1,898,971  1,898,971  1,898,971
 1年以内返済予定設備資金借入金  46,548,000  46,548,000  46,548,000
 未払費用  8,657,311  8,657,311  8,657,311
 預り金  84,143  528,376  612,519  612,519
 職員預り金  13,581,521  13,581,521  13,581,521
 前受金  385,750  385,750  385,750
 仮受金  38,180  38,180  38,180
 賞与引当金  53,938,495  53,938,495  53,938,495

固定負債  681,325,000  21,979,148  703,304,148 △21,979,148  681,325,000
 設備資金借入金  681,325,000  681,325,000  681,325,000
 事業区分間長期借入金  21,979,148  21,979,148 △21,979,148

負債の部合計  898,502,277  24,684,560  923,186,837 △27,379,839  895,806,998
基本金  1,300,000  1,300,000  1,300,000
 基本金  1,300,000  1,300,000  1,300,000

国庫補助金等特別積立金  27,231,081  296,650  27,527,731  27,527,731
 国庫補助金等特別積立金  27,231,081  296,650  27,527,731  27,527,731

その他の積立金  494,826,894  494,826,894  494,826,894
 修繕積立金  124,619,154  124,619,154  124,619,154
 備品等購入積立金  3,000,000  3,000,000  3,000,000
 経営安定化積立金  118,583,596  118,583,596  118,583,596
 移行時特別積立金：人件費  35,400,000  35,400,000  35,400,000
 移行時特別積立金：修繕  50,000,000  50,000,000  50,000,000
 移行時特別積立金：備品等購入  50,000,000  50,000,000  50,000,000
 移行時特別積立金：その他  25,000,000  25,000,000  25,000,000
 工賃変動積立金  13,843,428  13,843,428  13,843,428
 設備等整備積立金  74,380,716  74,380,716  74,380,716

次期繰越活動増減差額  1,956,204,020  69,035,385  2,025,239,405  2,025,239,405
 次期繰越活動増減差額  1,956,204,020  69,035,385  2,025,239,405  2,025,239,405
 （うち当期活動増減差額）  73,538,279  2,583,889  76,122,168  76,122,168

純資産の部合計  2,479,561,995  69,332,035  2,548,894,030  2,548,894,030
負債及び純資産の部合計  3,378,064,272  94,016,595  3,472,080,867 △27,379,839  3,444,701,028



別紙１

計算書類に対する注記

１．継続事業の前提に関する注記 

 該当なし

２．重要な会計方針 

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

・満期保有目的の債券等－償却原価法（定額法）

・上記以外の有価証券で時価のあるもの－決算日の市場価格に基づく時価法

(2) 固定資産の減価償却の方法

・建物並びに構築物、機械及び装置、車両運搬具、器具及び備品、権利、ソフトウェア－定額法

・リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産　

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

・賞与引当金－職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している

(4）消費税等の会計処理

・消費税の会計処理は、税込方式によっている。

３．重要な会計方針の変更 

 該当なし

４．法人で採用する退職給付制度 

・独立行政法人　福祉医療機構　社会福祉医療機構　社会福祉施設職員退職手当共済法による退職給付制度

・京都府社会福祉事業企業年金基金による退職給付制度

５．法人が作成する計算書類と拠点区分、サービス区分 

当法人の作成する計算書類は以下のとおりになっている。

(1) 法人全体の計算書類(会計基準省令第一号第一様式、第二号第一様式、第三号第一様式)

(2) 事業区分別内訳表(会計基準省令第一号第二様式、第二号第二様式、第三号第二様式)

(3) 社会福祉事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式)

(4) 収益事業における拠点区分別内訳表(会計基準省令第一号第三様式、第二号第三様式、第三号第三様式)

当法人では、収益事業を実施していないため作成していない。

(5) 各拠点区分におけるサービス区分の内容

ア法人本部拠点（社会福祉事業）

「法人本部」

イ京都市洛南身体障害者福祉会館拠点（社会福祉事業）

「身体障害者福祉センター（Ｂ型）」

「生活介護事業」

「就労継続支援Ｂ型事業」



　「計画相談支援事業」

　「ＩＴ事業」

　「京都市重度身体障害者支援事業」

ウ京都市山科身体障害者福祉会館拠点（社会福祉事業）

「身体障害者福祉センター（Ｂ型）」

「生活介護事業」

「計画相談支援事業」

エ洛南障害者デイサービスセンター「あすなろ」拠点（社会福祉事業）

「生活介護事業」

「計画相談支援事業」

オ京都市伏見障害者デイサービスセンター拠点（社会福祉事業）

「生活介護事業」

「計画相談支援事業」

カ京都市山科障害者デイサービスセンター拠点（社会福祉事業）

「生活介護事業」

「計画相談支援事業」

キデイスポット楽拠点

「生活介護事業」

「計画相談支援事業」

ク京都市太秦障害者デイサービスセンター拠点（社会福祉事業）

「生活介護事業」

ケ京都市中部障害者地域生活支援センター「らくなん」拠点（社会福祉事業）

「障害者地域生活支援センター（京都市委託相談支援事業）」

「地域移行支援事業」

「地域定着支援事業」

「計画相談支援事業」

「障害児相談支援事業」

「医療的ケア児地域支援コーディネート事業

コ京都市東部障害者地域生活支援センター「らくとう」拠点（社会福祉事業）

「障害者地域生活支援センター（京都市委託相談支援事業）」

「地域移行支援事業」

「地域定着支援事業」

「計画相談支援事業」

「障害児相談支援事業」

「医療的ケア児地域支援コーディネート事業

サ生活サポートセンター「ほっと」拠点（社会福祉事業）

「居宅介護事業」

「重度訪問介護事業」

「行動援護事業」

「同行援護事業」

「移動支援事業（地域生活支援事業）

「共同生活援助事業（共同ホーム「あんど」）」

「短期入所事業（共同ホーム「あんど短期入所事業」）

「レスパイト事業（公益事業）」

「居宅介護従業者養成研修事業（公益事業）」

「福祉有償運送事業（公益事業）」

「放課後等デイサービス事業（放課後等デイサービスすてーじ）」

「介護保険法に基づく訪問介護事業」



シ生活サポートセンター「とらい」拠点（社会福祉事業）

「居宅介護事業」

「重度訪問介護事業」

「行動援護事業」

「同行援護事業」

「移動支援事業（地域生活支援事業）」

「共同生活援助事業（グループホーム「ふしみ寮」）」

「福祉有償運送支援事業（公益事業）」

「放課後等デイサービス事業（放課後等デイサービス「らいと」）」

ス生活サポートセンター「くるり」拠点（社会福祉事業）

「居宅介護事業」

「重度訪問介護事業」

「同行援護事業」

「行動援護事業」

「移動支援事業（地域生活支援事業）」

セ京都市洛南障害者授産所（社会福祉事業）

「就労継続支援Ｂ型事業」

「計画相談支援事業」

ソ京都市伏見障害者授産所拠点（社会福祉事業）

「多機能型生活介護事業」

「多機能型就労継続支援事業Ｂ型事業」

タ京都市山科障害者授産所拠点（社会福祉事業）

「多機能型生活介護事業」

「多機能型就労継続支援事業Ｂ型事業」

「計画相談支援事業」

チ京都市ふしみ学園拠点（社会福祉事業）

「生活介護事業」

「計画相談支援事業」

ツ京都いたはし学園拠点（社会福祉事業）

「多機能型就労移行支援事業」

「多機能型就労継続支援事業Ｂ型事業」

「計画相談支援事業」

「就労定着支援事業」

テ京都市やましな学園拠点（社会福祉事業）

「多機能型生活介護事業」

「多機能型就労継続支援事業Ｂ型事業」

「計画相談支援事業」

ト京都市だいご学園（社会福祉事業）

「多機能型就労移行支援事業」

「多機能型就労継続支援事業Ｂ型事業」

「計画相談支援事業」

ナ京都市うずまさ学園拠点（社会福祉事業）

「多機能型生活介護事業」

「多機能型就労継続支援事業Ｂ型事業」

「計画相談支援事業」

ニ京都市伏見社会福祉総合センター拠点（公益事業）

「京都市伏見社会福祉総合センター管理」

ヌ京都市山科合同福祉センター拠点（公益事業）



　「京都市山科合同福祉センター管理」

６．基本財産の増減の内容及び金額   

基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。 

（単位：円）

基本財産の種類 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

土地  681,629,182  0  0  681,629,182

建物  719,150,380  179,540,983  46,482,773  852,208,590

定期預金  1,300,000  0  0  1,300,000

合  計  1,402,079,562  179,540,983  46,482,773  1,535,137,772

７．基本金又は固定資産の売却若しくは処分に係る国庫補助金等特別積立金の取崩し 

器具及び備品を除却したことに伴い、国庫補助金等特別積立金80,208円を取崩した。

８．担保に供している資産   

担保に供されている資産は以下のとおりである。

土地（基本財産）　 　429,473,857円

建物（基本財産）　 　490,536,108円

計　  920,009,965円

担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

設備資金借入金（1年以内返済予定額を含む）　 　698,236,000円

計　  698,236,000円

９．有形固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高 

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。 

（単位：円）

取得価額 減価償却 当期末残高

累計額

土地（基本財産）    681,629,182  0  681,629,182

建物（基本財産）  1,241,977,533  389,768,943  852,208,590

定期預金（基本金）    1,300,000  0  1,300,000

建物    305,307,415  126,752,182  178,555,233

構築物    65,986,715  26,023,830  39,962,885

機械及び装置    95,043,689  73,597,884  21,445,805

車輌運搬具    219,087,733  181,669,678  37,418,055

器具及び備品    247,212,032  205,086,389  42,125,643

有形リース資産    5,896,800  5,896,800  0

合  計  2,863,441,099  1,008,795,706  1,854,645,393



１０．債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高 

債権額、徴収不能引当金の当期末残高、債権の当期末残高は以下のとおりである。 

（単位：円）

債権額 徴収不能引当金 債権の

の当期末残高 当期末残高

事業未収金

未収金

未収補助金

合  計

１１．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益 

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、以下のとおりである。 

（単位：円）

種類及び銘柄 帳簿価額 時　　価 評価損益

ﾉﾙｳｪｰ地方金融公社債（2025年5月20日満期）  100,000,000  66,110,000 △33,890,000

ﾉﾙｳｪｰ地方金融公社債（2025年6月4日満期）  100,000,000  67,900,000 △32,100,000

ﾉﾙｳｪｰ地方金融公社債（2025年8月4日満期）  150,000,000  99,180,000 △50,820,000

合  計  350,000,000  233,190,000 △116,810,000

１２．関連当事者との取引の内容 

関連当事者との取引の内容は次のとおりである。 

 該当なし

１３．重要な偶発債務 

 該当なし

１４．重要な後発事象 

 該当なし

１５．合併及び事業の譲渡若しくは事業の譲受けが行われた場合には、その旨及び概要 

 該当なし

１６．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び 

純資産の状態を明らかにするために必要な事項   

 該当なし



事業所名
事業・拠点   [京都障害者福祉センター]

別紙４
(単位：円)

貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額
Ⅰ 資産の部
 1　流動資産
　　　現金 各拠点区分現金手元有高 運営資金として 360,273
　　　普通預金 京都中央信用金庫九条支店他 運営資金として 505,075,094
　　　定期預金 滋賀銀行九条支店他 運営資金として 12,067,195
　　　小口現金 各拠点区分現金手元有高 運営資金として 2,562,555
   　 有価証券 大和証券京都支店 資産運用として 235,413,666
   　 事業未収金 京都府国民健康保険連合会 介護給付費等 301,428,808
   　 未収金 下京税務署、職員 消費税予定納税還付金・給食費等 5,063,232
      未収補助金 京都市 補助金 10,901,605
      商品・製品 就労施設 棚卸商品・製品 1,381,984
　　　仕掛品 就労施設 棚卸仕掛品 29,699
      原材料 就労施設 棚卸原材料 3,774,762
      立替金 職員 社会保険料 508,329
      前払金 利用者 給食用食材仕入 124,018
      前払費用 （株）三井田商事 ソフト保守料 6,619,208
      １年以内提供予定長期前払費用 東京海上日動火災保険（株） 火災保険料等 561,217
        流動資産合計 1,085,871,645
 2　固定資産
  (1) 基本財産
      土地

（とらい拠点）伏見区鍛冶屋964番 平成27年度
第2種社会福祉事業である共同生活援
助事業施設等に使用している

42,430,839

（本部拠点）伏見区桝形町435番１ 平成25年度
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

79,602,637

（本部拠点）伏見区西大黒町1035番14 平成25年度
第2種社会福祉事業である就労支援事
業施設等に使用している

16,300,000

（本部拠点）南区上鳥羽高畠町29番 平成26年度
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

113,821,849

（本部拠点）山科区東野1番17 平成28年度
第2種社会福祉事業である生活介護事
業・共同生活援助事業施設等に使用
している

221,780,510

（本部拠点）伏見区醍醐辰巳町7番10 平成28年度
第2種社会福祉事業である就労支援事
業施設等に使用している

18,370,266

（本部拠点）伏見区醍醐辰巳町7番１、7番13、
39番１、

平成29年度
第2種社会福祉事業である就労支援事
業施設等に使用している

33,822,270

（本部拠点）伏見区醍醐辰巳町56番 平成29年度
第2種社会福祉事業である就労支援事
業施設等に使用している

312,300

（本部拠点）伏見区聚楽町672番 令和５年度
第2種社会福祉事業である就労支援事
業施設等に使用している

155,188,511

        小計 681,629,182
      建物

（洛南障害者デイあすなろ拠点）南区上鳥羽高
畠町29番

平成27年度
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

183,626,271 84,447,617 99,178,654

（京都市ふしみ学園拠点）伏見区桝形町435番1 平成26年度
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

47,970,500 22,418,989 25,551,511

（生活サポートセンターとらい拠点）伏見区桝
形町435番１

平成26年度
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

55,448,500 26,724,180 28,724,320

（生活サポートセンターとらい拠点）伏見区鍛
治屋町964番

平成27年度
第2種社会福祉事業である共同生活援
助事業施設に使用している

18,443,790 7,635,708 10,808,082

（京都いたはし拠点）伏見区西大黒町1035番14 平成24年度
第2種社会福祉事業である就労支援事
業施設等に使用している

28,514,370 9,896,474 18,617,896

（デイスポット楽拠点）山科区東野中井ノ上町
1番17

平成29年度
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

434,699,574 138,042,237 296,657,337

（生活サポートセンターほっと拠点）山科区東
野中井ノ上町1番17の２

平成29年度
第2種社会福祉事業である共同生活援
助事業施設に使用している

102,100,484 41,291,829 60,808,655

（京都市だいご学園拠点）伏見区醍醐辰巳町7
番1の２

平成30年度
第2種社会福祉事業である就労支援事
業施設等に使用している

191,633,061 58,562,945 133,070,116

（京都いたはし拠点）伏見区聚楽町６７２番 令和6年度
第2種社会福祉事業である就労支援事
業施設等に使用している

179,540,983 748,964 178,792,019

        小計 1,241,977,533 389,768,943 852,208,590
      定期預金 京都銀行九条支店 基本金 1,300,000
        基本財産合計 1,535,137,772

法人名     社会福祉法人　京都障害者福祉センター

財　  産　  目　  録
令和　７年　３ 月３１ 日 現在



貸借対照表科目 場所・物量等 取得年度 使用目的等 取得価額 減価償却累計額 貸借対照表価額
  (2) その他の固定資産

      建物 施設
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

305,307,415 126,752,182 178,555,233

      構築物 施設
第2種社会福祉事業である生活介護事
業施設等に使用している

65,986,715 26,023,830 39,962,885

      機械及び装置 就労施設 機械等 95,043,689 73,597,884 21,445,805
      車輌運搬具 トヨタハイエース、日産キャラバン等98台 利用者送迎用他 219,087,733 181,669,678 37,418,055
      器具及び備品 施設 空調設備等 247,212,032 205,086,389 42,125,643
      権利 電話加入権・敷金 賃貸物件等 4,164,759
      ソフトウェア 本部事務局 財務ソフト・情報システム等 59,511,474 56,731,181 2,780,293
      投資有価証券 京都中央信用金庫 出資金 10,000

　　　修繕積立資産 京都中央信用金庫他金融機関、有価証券
修繕費の支払等の目的のために積み
立てている有価証券等

124,619,154

　　　備品等購入積立資産 京都中央信用金庫他金融機関、有価証券
備品等購入の目的のために積み立て
ている有価証券等

3,000,000

      経営安定化積立資産他 京都中央信用金庫他金融機関、有価証券
将来における施設整備等の目的のた
めに積み立てている有価証券他

118,583,596

　　　移行時特別積立資産：人件費 京都中央信用金庫他金融機関、有価証券
人件費の支払等の目的のために積み
立てている有価証券等

35,400,000

　　　移行時特別積立資産：修繕 京都中央信用金庫他金融機関、有価証券
修繕費の支払等の目的のために積み
立てている有価証券等

50,000,000

　　　移行時特別積立資産：備品等購入 京都中央信用金庫他金融機関、有価証券
備品等購入の目的のために積み立て
ている有価証券等

50,000,000

　　　移行時特別積立資産：その他 京都中央信用金庫他金融機関、有価証券
将来における施設整備等の目的のた
めに積み立てている有価証券他

25,000,000

　　　工賃変動積立資産 京都中央信用金庫他金融機関、有価証券
利用者工賃の支払いのために積み立
てている有価証券他

13,843,428

　　　設備等整備積立資産 京都中央信用金庫他金融機関、有価証券
将来における施設整備等の目的のた
めに積み立てている有価証券他

74,380,716

      長期前払費用 東京海上日動火災保険（株） 火災保険料等 2,067,304
　　　その他固定資産 リサイクル預託金 利用者送迎車等 334,740
        その他の固定資産合計 823,691,611
        固定資産合計 2,358,829,383
          資産合計 3,444,701,028
Ⅱ 負債の部
 1　流動負債
      事業未払金 職員給与3月分等 88,821,251
      その他の未払金 指導員給与3月分等 1,898,971
      1年以内返済予定設備資金借入金 京都中央信用金庫 46,548,000
      未払費用 社会保険料等 8,657,311
      預り金 講師等・源泉所得税 612,519
      職員預り金 職員・社会保険料等 13,581,521
      前受金 グループホームふしみ寮利用料他 385,750
　　　仮受金 京都市：放課後らいと補助金返還金 38,180
      賞与引当金 令和６年度職員賞与引当金 53,938,495
        流動負債合計 214,481,998
 2　固定負債
      設備資金借入金 京都中央信用金庫 681,325,000
      リース債務
        固定負債合計 681,325,000
          負債合計 895,806,998
          差引純資産 2,548,894,030
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令和６年度 法人本部事業報告書 

1 法人決算概要について 

（１）事業活動収入 
 給付費収入等は、令和 6 年４月からの報酬改定及び処遇改善加算の増等により、1,670 百万円（年
度決算に比べ 68 百万円の増）となった。 
 補助金収入は、京都市の重度利用事業所補助金は増加（12 百万円の増）したが、物価高騰に伴う「物
価高騰対策支援金」「食材費高騰対策支援金」の減等により 32 百万円（13 百万円の減）となった。 

洛南・山科両会館運営や支援センター委託料収入等のその他事業収入は前年度並みの 107 百万円、就
労支援事業収入は売上げが増加し 165 百万円（9 百万円の増）となった。 

その他は、利用者等外給食費収入や受取利息・配当金収入、運用資金の年度末時価評価益等であるが、
年度末時価評価額が前年度末に対し減少したことにより 35 百万円（48 百万円の減）となった。 

以上により、事業活動収入の合計は 2,009 百万円（16 百万円の増）となった。 

（２）事業活動支出 
 人件費は、臨時処遇手当や一時金の支給による増等により 1,380 百万円（25 百万円の増）となっ
た。 
 その他の支出は、事業費・事務費は物価高騰による増等により 279 百万円（17 百万円の増）、就労
支援事業支出は原材料費等で 161 百万円（5 百万円の増）、その他は運用資金の年度末時価評価損等で
26 百万円（10 百万円の増）となった。 

以上により、事業活動支出の合計は 1,846 百万円（57 百万円の増）となった。 

（3）収支差額 
事業活動収入2,009 百万円から事業活動支出1,846 百万円を差し引いた事業活動収支差額は163

百万円の黒字（5 年度決算の収支差額 204 百万円の黒字から 41 百万円減少）となった。 
 事業活動収支以外の施設整備等収支では、収入は京都いたはし学園新築移転建物工事の銀行借入金等
269 百万円、支出は同建物工事費 290 百万円、借入金の返済金 39 百万円等の 355 百万円となり、
これらを加えた当期資金収支差額は 77 百万円の黒字となった。 
 これに、その他活動の積立資産支出や積立資産取崩収入を含む当期資金収支は 65 百万円の黒字、当
期末支払資金残高は 966 百万円となった。 

法人全体の資金収支 （単位 百万円）

令和5年度

決 算　A

令和6年度

決 算　B

増△減

B - A

給 付 費 収 入 等 1,602 1,670 68  

補 助 金 収 入 45  32  △13

そ の 他 の 事 業 収 入 107  107  0  

就 労 支 援 事 業 収 入 156  165  9  

そ の 他 83  35  △48

計 1,993 2,009 16  

人 件 費 1,355 1,380 25  

事 業 費 ・ 事 務 費 262  279  17  

就 労 支 援 事 業 支 出 156  161  5  

そ の 他 16  26  10  

計 1,789 1,846 57  

204  163  △41

4  269  265  

206  355  149  

2  77  75  

27  13  △14

26  1  △25

1  65  64  

901  966  65  

その他活動

積立・取崩し後当期資金収支差額

 当  期  末  支  払  資  金  残  高

当　期　資　金　収　支　差　額

区 分

収

入

収 入

支 出

積 立 金 支 出 等

取 崩 収 入 等

事業活動

施設整備等

支

出

収 支 差 額



２ 主な取組について 

（1）通所者数と給付費収入 

 令和 6 年 4 月 1 日に令和６年度障害福祉サービス等報酬改定が施行された（ただし処遇改善加

算の一本化は令和６年６月１日施行）。 

改定率は全体で＋１.１２％（前回：令和３年＋０.５６％）とされ、人材確保のための処遇改善、

多様なニーズに応える専門性・体制の評価、支援時間・内容を勘案したきめ細かい評価、などの観

点で各サービスの報酬・基準について見直しが行われた。 

  令和 6 年度の法人全体の通所者数及び給付費収入（自立支援給付費・障害児施設給付費・居宅

介護料＜介護報酬収入＞）については、通所者数は若干の増（0.8％増）であったが、給付費収入

は報酬改定や処遇改善加算の一本化等により前年度に比べ 59 百万円増加（4.0％増）した。 

（通所者数・給付費収入） 

区 分 単位 2 年度 3 年度 4 年度 5 年度 ６年度 

通 所 者 数 人 89,842 90,189 90,841 103,952 104,826 

給 付 費 収 入 千円 1,250,982 1,273,564 1,289,147 1,466,740 1,525,255 

注 1 令和 2 年 1 月京都市内で初めて新型コロナ感染者が確認された。 

２ 令和 5 年 4 月から「うずまさ学園」・「太秦障害者デイ」の指定管理を開始した。 

（2） 生活サポートセンター「くるり」の開所

利用者や家族の高齢化が進む中で、地域での生活を継続するために訪問型サービスのニーズが高

まっているが、洛南エリアでは、法人が運営する訪問型サービスがなかったことから、新規事業プ

ロジェクトチームにおいて居宅介護事業所の新規開設について検討してきた。 

令和 6 年 4 月に洛南居宅準備室を設置し、事業所指定申請や開設準備を進め同年 8 月 1 日に生

活サポートセンター「くるり」を開所した。 

区 分 内 容 

名 称 生活サポートセンター『くるり』 

開設年月日 令和 6 年 8 月 1 日 

所 在 地 京都市南区吉祥院西定成町 29－2 

事 業 種 別 

①第二種社会福祉事業 障害福祉サービス 

居宅介護事業、重度訪問介護事業、行動援護事業 

②移動支援事業（京都市） 

開 所 日 

営業日：月曜～金曜日（国民の祝日及び休日、12 月 29 日～1 月 3 日を除く） 

営業時間：午前 9 時～午後 5 時 

サービス提供日：年中無休 

サービス提供時間：午前 7 時～午後 10 時 



（3） 京都いたはし学園の新築移転

京都いたはし学園については，民間施設を賃借して運営しているが建物の老朽化とともに狭あい

なため作業スペースの確保が困難となっていたこと，また京都市監査において「民間から貸与を受

けている不動産は，安定的な事業継続のため地上権又は賃借権の設定，又は１０年以上の建物賃貸

借契約とすること」との指摘を受けていたことから、令和 5 年度に近隣の土地を取得し建物を新築

して移転することとした。 

 令和 6 年度では、4 月 23 日に建物工事について 8 社による指名競争入札を実施し業者を決定

（落札金額 236,500 千円＜税抜き＞）、同月 30 日に工事請負契約を締結して 5 月 15 日に着工

した。工事中の支払資金は、工事代金の中間払いに合わせ銀行から短期借入金（つなぎ融資）を借

入れた。 

 その後順調に工事を進め、令和 7 年 2 月 7 日に建物が完成し引き渡しを受け、24 日～26 日に

内覧会を実施した。引き渡しに伴い、3 月１７日に工事中の短期借入金の長期への組替えを含めて

銀行から長期借入金（260,000 千円）を借り入れた。 

この間、厨房設備の移転作業を進め、当初計画どおり令和 7 年 4 月 1 日に移転・開所した。 

（4） 福祉・介護職員の処遇改善の実施

福祉・介護職員の処遇改善については，これまでから処遇改善加算制度を積極的に活用し，全て

の加算を取得して、「処遇改善一時金」、「特定処遇改善一時金」、「臨時処遇手当」等を支給してき

たが，令和６年６月から３つの加算を一本化・統合した新加算制度に移行した。 

なお、新加算制度が令和６年６月施行となったため、令和 6 年 4 月～5 月分については、別途

国の令和５年度補正予算において臨時特例交付金が措置された。 

これら臨時特例交付金及び新加算制度を活用し、正職員・嘱託は臨時処遇手当の増額（月額

4,100 円増額）、パート職員は相当額の時給の引上げ（時給 25 円）を行った。 

あわせて、全職員に臨時一時金（職員・嘱託は一人当たり年額 32,000 円、パート職員は同年

額の勤務時間数に応じた額）を支給した。 

（5）プロジェクトチームによる検討・提案内容の実施 

令和 6 年８月に、全管理職（施設長・副施設長）が参画するプロジェクトチーム（以下「PT」）

を再編し、法人の諸課題を検討する４つの PT（①「人材確保 PT」、②「人材育成 PT」、③「地

域貢献 PT」、④「経営 PT」）を設置した。 

令和 6 年度では、 

①「人材確保 PT」は、採用試験の見直し（7 年 4 月以降実施）、実習生の受入れなど大学との

連携強化、採用ホームページの刷新の検討 

②「人材育成 PT」は、職員昇格基準の検討と試行実施、育成する側になる主任・副所長研修及

び管理職研修の企画・実施 

③「地域貢献 PT」は、法人内社会資源の調査、他法人等の先進取組事例（西野山団地、泉北地

域）の視察 

④「経営 PT」は、各施設の主任を中心に現場での課題を話し合う「経営研修」の実施、経営分

析（SWOT 分析） などに取り組んだ。 



（6）質の高い人材の確保 

多様な求人情報ツール等を活用し、人材の確保を目指すとともに、内部登用制度を継続し、意

欲と能力のある職員を積極的に登用した。 

区分 R6.4.1 R7.4.1 増△減 内 訳 

正職 150 名 148 名 △2 名
新卒採用 3 名、退職△9 名 

嘱託から正職へ登用４名 

嘱託 23 名 22 名 △1 名
外部採用 3 名、退職△3 名  

嘱託から正職へ登用△4 名、パートから嘱託へ登用 3 名 

合計 173 名 170 名 △3 名

（7）地域における公益的な取組 

  これまで、地域交流スペースとして「楽」「ひだまり」「ふらっと相談カフェ」の開設、地域

連続講座や地域ふれあいまつりの開催、実習生の受け入れなど各施設で創意工夫し特色のある取

組を実施してきた。令和 2 年度以降、新型コロナウイルス感染対策のため、一部の取組が休止・

延期や縮小せざるを得ない状況が続いたが、コロナ終息後は多くの取組を再開するとともに新規

取組も進め、令和 6 年度の地域における公益的な取組は 39 事業となっている。引き続き、地域

の人々と連携してさらに取組の充実を図る。 



京都市中部障害者地域生活支援センター「らくなん」（相談支援事業） 

中部圏域では、事業所の不正事件が発生しており、今年度においては、就労継続支

援事業所 B 型（２箇所）と放課後等デイサービス（１箇所）の不正が発覚し、指定取

り消しとなっている。 

「当事者支援より事業継続や事業利益が主目的となっているのではないだろうか」

と中部協議会では危惧しつつ、このことに対し、運営委員で情報を共有しながら地域

課題の解消のため取り組めることを進めてきた１年であった。 

相談業務について、新規相談件数が増加傾向にあり、今年は昨年より 26 件の増加

となっている。昨年同様にどのケースも多種多様であり“傾向”として捉える事は難

しいが、女性当事者の相談件数が多かった。 

生きづらさを抱える女性のケースでは、過去に虐待を受けた方が多く、皆さんトラ

ウマを抱えている。そのような方と関わる中で幼少期の環境、大人との関わりが将来

に大きな影響を及ぼすことを痛感した。このことに関しては、障害分野だけでなく、

児童分野との連携が欠かせない。ケースを通して、子どもや女性の社会問題について

考える日々であり、様々な社会的背景に触れる中で、相談員自身が学びを深めること

が必要であると感じている。 

その他、今年度５月から受託をした京都市中部医療的ケア児等地域支援コーディネ

ート事業では、NPO 法人暖、合同会社ナースケア虹、社会福祉法人あだち福祉会と

コンソーシアム方式で、「にこっと」という愛称のもと事業を開始した。

今年度は事業周知を中心に研修の活動を行った。

医療的ケア児の支援については、まだまだ地域課題の把握ができておらず、横の連

携も乏しいこと等の課題が山積みとなっている。 

■相談支援内訳

■京都市中部地域自立支援協議会（事務局［事務局長］）

支援センター「にしじん」「なごやか」と事務局を担い、専門部会として医療的ｹｱ専

門部会、児童専門部会、災害支援専門部会、ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ専門部会、相談支援専門部会、

地域課題研究会、就労支援専門部会の 7 部会がある。その内の３部会（児童、災害、就

労）を事務局として、１部会（医療的ｹｱ専門部会）を部会員として企画運営を行った。 

■【独自事業】プラットフォーム推進事業

今年度は「障害者の働くを知る」をテーマに意見交換し、8 月 2 日（金）には南区役

所別館（ABCD 会議室・ホール・エントランス）にて、「ぷらっとフェスティバル」を

開催した。15 箇所の障害福祉事業所、中小企業家同友会、南区社会福祉協議会、南区

役所（障害保健福祉課）のもと、各事業所等ブースをスタンプラリーで回っていただく

ことや、ワークショップ企画もあり、地域の方に参加いただいた。 

居宅
介護

その
他

居宅 施設

身体障がい者 18 1070 6 156 0 59 2 3 81 248 7 1 399 27 1033 3110 4390

知的障がい者 11 523 2 541 14 17 0 69 64 171 2 1 487 133 3103 5138 4995

精神障がい者 16 980 5 711 5 34 20 72 8 252 8 0 1126 162 2397 5796 5620

重複障がい者 4 543 5 451 1 15 0 12 25 39 0 0 423 40 1666 3224 4979

障　がい　児 2 337 6 178 0 0 170 1 9 2 0 0 107 0 680 1492 1771

そ　の　他 0 1 0 5 0 0 1 0 1 0 0 0 2 0 356 366 313

合 計 51 3454 24 2042 20 125 193 157 188 712 17 2 2544 362 9235 19126 22068

施設 就労
居宅生活 介護保険

福祉
用具

地域
移行

自立
生活

住居
金銭
管理

合計
制度
説明

5年度医療
教育
保育

その他



京都市東部障害者地域生活支援センター「らくとう」（相談支援事業） 

令和６年度の相談の特徴として、新規相談件数が月平均 21 件と前年度よりも多く年

間で 259 件だった（令和 5 年度は 237 件）。なかでも関係機関からの問い合わせや

ケース相談が多かったこと、引きこもりや手帳未取得といった制度の狭間にいる方の相

談が増えたことがあげられる。 

支援としては、手帳の取得のための受診の支援、住まいとなる居場所を探す支援、グ

ループホームへの入居支援、家族全体に支援が必要な世帯への支援。どのケースも複合

的な課題を抱えているため、障害福祉サービスに係る関係機関だけではなく、高齢、児

童、医療、地域の関係機関とチームを組む必要があり、その軸となる役割を支援センタ

ーが担った。 

特に以下の取組に重点的に取り組んだ 

・東部圏域の主任相談支援専門員を中心としたネットワーク作りの継続

基幹型センターの取り組みで、圏域内の相談員の横のつながりやスキルアップの

ための研修会を、圏域内の主任相談支援専門員と共に企画した。 

・医療的ケアなどの重い障がいがある児童（者）を支える仕組みづくり

  京都市医療的ケア児地域支援コーディネート事業（つながり）が開始された。こ

の事業と共同して、研修会を行った。 

・複合的な課題を抱えて、地域で孤立を深めている人たちに必要な支援を繋げる

令和 6 年度の新規相談の多くが、複合的な課題を抱えている状態で、それぞれの

相談に対して必要な支援を繋げられるように関係機関との連絡調整を行った。 

■相談支援内訳

 

 

■京都市東部障害者地域自立支援協議会（会計：らくとう）

東部圏域の支援センターとともに事務局として、今年度は会計を担当した。部会運

営に関しては支援センター部会、触法障害者専門部会、児童部会、災害部会、グルー

プホーム部会、医療的ケア部会、働くを支える部会の企画運営を行った。 

■「らくとう」の独自事業 あそびの広場

山科区子どもはぐくみ室・山科区社会福祉協議会・らくとう・だんごやましなクラブ

の４つの機関が協力して「障がいのあるなしに関わらず子どもたちの余暇支援」「保護

者同士の 交流」を目的に「あそびの広場」を開催した。コロナウイルスが 5 類移行し

て以来、今年度も夏季・春季休暇の２回開催となった。地域に向けてパラスポーツなど

の交流の場を提供されている、就業継続支援 A 事業所の「リンクサポート京都山科」

の協力のもと、納涼盆踊り大会とミニ運動会の内容を実施した。 

居宅
介護

その
他

居宅 施設

身体障がい者 81 691 59 27 0 0 0 4 74 51 35 2 350 46 863 2283 2417

知的障がい者 67 1067 116 476 14 82 76 83 7 263 14 0 584 325 2591 5765 7645

精神障がい者 188 351 163 173 117 295 153 116 11 575 81 7 1142 336 2344 6052 4066

重複障がい者 69 684 54 198 28 43 2 48 67 318 28 1 635 169 1623 3967 7291

障　がい　児 70 475 58 348 0 8 586 12 57 21 0 0 570 7 1616 3828 5575

そ　の　他 2 90 11 31 2 0 0 0 0 1 18 1 78 2 272 508 813

合 計 477 3358 461 1253 161 428 817 263 216 1229 176 11 3359 885 9309 22403# 27807

金銭
管理

就労
福祉
用具

住居
自立
生活

教育
保育

地域
移行

その他施設 医療
制度
説明

5年度
実績

居宅生活 介護保険
合計



京都市洛南身体障害者福祉会館（会館事業） 

事業概要 

京都市洛南身体障害者福祉会館では、設立の目的である「地域で生活する障がいのある人の

憩いの場と交流の場」になるよう、各種行事・講習会・貸室・京都市重度障害者移動支援事業・

京都市重度障害者入浴サービス事業・京都市就労に向けた障害者向けＩＴ教室等事業を実施し

た。また、以下を重点目標に置き、会館が地域に貢献する福祉拠点となることを目指した。 

（１）会館利用者の増加を図るため、新規利用者の確保

（２）会館事業についての広報の充実

（３） 地域貢献事業の更なる拡大

（1） について、新規の利用登録者が 20 名となり、昨年に続き二桁の新規登録者が確保できた。

しかし、登録者の年齢層を見ると、皆が 50 代以上であり、特に 70 代以上が半数に及んで

いる。全体の利用延べ人数では約 2000 名が減少した。講習会等の利用状況に多きな変化は

見られないが、その要因として貸室を利用する団体の高齢化による利用頻度の低下が挙げら

れる。今後は新規登録者を増加させるための取り組みを継続するとともに、20 代から 40 代

の利用者に向けたアプローチや、既存の高齢利用者に応じたサービスの提供を進めることに

より、幅広い世代が利用しやすい環境を整えて、多世代にわたる利用者の増加を目指したい。

（２）について、広報のツールとしては、「会館だより」や館内の掲示物、通りに面した掲示板のほ

か、ホームページ、Facebook、公式 LINE といったネット媒体を活用している。LINE につ

いては高齢者の方々も比較的利用されており、一斉配信機能を通じて効果的に告知を届けるこ

とができている。 

しかし、高齢者の方々にはインターネット利用が馴染みにくいという課題があり、情報格差の

課題として捉える必要も懸念される。当会館が強みとしているパソコン教室などの事業を積極

的に活用し、こうした課題への対応にも努めていきたい。 

（３）について、夏祭りから時期を移した「地域ふれあい秋まつり」では、地域の小学校の父母によ

る団体など新たな協力を迎え、来場者は大幅に増加した。 

また、地域公益事業として実施している「大人の脳トレ塾」「室内スポーツ教室」「健康麻雀教

室」を継続するとともに、会館利用者や障害者手帳をお持ちでない地域住民の方々にも関心を

持っていただけるような単発の講座や行事を企画・実施した。 

①年間利用状況

事業日数 実利用者人数 平均利用者数/日 備  考 

308 日 37,044 人 119.9 人 

②職種別職員数

区 分 管理者 支援員 計 

常勤職員 1 2 3 

非常勤職員 4 4 

③事故、苦情

事 故 物損事故：なし 人身事故：なし 

苦 情 な し 



京都市洛南身体障害者福祉会館 多機能型事業（生活介護・就労継続支援Ｂ型） 

事業概要 

令和 6 年度は、新型コロナウイルスの影響が薄れ、以前ほど強

い警戒をせずに過ごすことができた 1 年であった。同時に、コロ

ナ禍を経た後の全体的なプログラムや職員体制の立て直しを進め

た初年度でもあったと感じている。

また、12 月には 8 年ぶりに第三者評価を受け、業務の細部まで

改めて確認することができた。 

ご利用者の動向としては、昨年度も記載していたが 60 歳以上の

方の人数が増加している。加齢による心身の機能低下を理解し、長

く健康に過ごしていただけるように、前向きなフォローを続けてい

きたい。 

運営面では職員の休職や退職があり、ご利用者には多大なご不便

をおかけすることとなった。次年度は職員体制を拡充し、支援体制

の強化を図ることで、よりきめ細やかでゆとりある支援の実現を目

指したい。 

実績表 

 年間利用状況（期間：令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日） 

定員 在籍者数 事業日数 実利用者人数 1 日あたり 利用率 

生活介護事業 10 名 21 名 246 日 2,643 人 12 人 107.4% 

就労継続Ｂ型事業 10 名 13 名 246 日 2,132 人 9.8 人 87.3% 

職種別職員数：生活介護事業（令和 7 年 3 月末現在） 

管理者 サービス管理責任者 支援員 看護職員 医師 計 

常勤職員 兼 1 兼 1 2・兼 5 9 

非常勤職員 10 兼 1 1 12 

職種別職員数：就労継続支援Ｂ型事業（令和 7 年 3 月末現在） 

管理者 サービス管理責任者 目標工賃達成指導員 職業指導員 支援員 計 

常勤職員 兼 1 兼 1 0 1 兼 4 7 

非常勤職員 1 1 

生活介護事業 利用者障害支援区分（令和 7 年 3 月末現在） 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 

人数 0 0 2 4 6 9 

就労継続支援Ｂ型事業 授産事業の概要（期間：令和 6 年 4 月 1 日～令和 7 年 3 月 31 日） 

売上収入 支 出 
差 引 

平均支払い 

工賃額 

(月額/一人) 売上収入 必要経費 工賃(賞与含) 支出合計 

2,722,042 426,605 1,780,730 2,207,775 514,267 16,458 

事故、苦情 

物損事故 1 件（車両） 事故  4 件（利用者） 苦情  0 件 



令和６年度事業報告書 京都市洛南障害者授産所 

高工賃と一般就労に向けてステップアップを求める利用者ニーズを受け事業運営を行った。授産事業は、新規受注先の開拓

や、原材料費等の高騰による価格転嫁により、売上・収益ともに前年度並みを確保でき、平均支払工賃額は向上した。 

「チャレンジ就労」や「ほほえみ交流活動支援事業」等、地域社会における福祉ニーズに即した取り組みを積極的に行った。 

各種行事・公益的な取り組みにおいても規模、内容を検討しながら実施し、地域との繋がりも持つことが出来た。 

１．授産事業について  

授産事業の売上総額については、新規顧客獲得や大口の受注を継続確保した事等により、印刷部門は微減となったが、受託

部門関しては増加した。印刷部門における原材料費の高騰を価格に転嫁した。受託部門では単価の見直しを行った事で収支

は大幅に改善した。講師派遣等ニーズに即した事業も継続して展開した。これまでの作業実績に伴い、受注先から新たに顧

客を紹介していただく等、地道な取り組みが作業確保に好影響を与えることが出来た。 

２．利用者動向について 

定員を超える２９名でスタートした。年度内に１名の新規利用者の受入れを行った。1 名は在宅での生活希望により退所さ

れた。年間を通して通所率は約 113％と安定した受け入れを行う事が出来た。 

３．就労支援について 

今年度は一般就労に結び付いた者はいなかった。就職等ステップアップを希望している利用者を対象に、就労継続支援Ａ型

事業所の見学会を行った。又、利用者同士で社会人としてのマナーや基礎知識を教え合う場を設ける等就労意欲の向上に繋

げた。過去に授産所から一般就労した方について、適宜相談に応じた。ＯＢ会については、今年度も新型コロナウイルスの

影響を受け中止した。 

４．その他（地域貢献事業） 

徐々にではあるが、地域との交流が増えていく一年となった。京都市ほほえみ交流活動支援事業を通して１０月に衣笠小学

校で卓球バレーと利用者が子ども達に向けて話をする機会や、１２月には松原中学校の生徒を対象に所内の見学と作業体

験・利用者からの講話を行った。また、七条第三児童館と繋がりをもち児童館に出向き、車いす体験と講話を行った。 

南区プラットフォーム推進会議や地域ケア会議に参加を行う中で、８月にぷらっとフェスティバルに参加し、南区内の１６

事業所と協力し、支援学校や地域の方に向けての事業所紹介を行った。また、水害を想定したエリアでの垂直避難訓練に町

内会の方にも参加して頂くなど、地域の社会資源を活用する取り組みを行った。昨年度に引き続き、南老人福祉センター内

の「コミュニティサロンみなみ」に利用者２名（うち１名ボランティアとしての参加）の参加や、地域に向けたフリーペー

パー「あーる・じぇい」を３月に発行、ワンコインパソコン講座は４年ぶりに開講しする事ができ、地域の方に向けた教室

を再開するなど、地域に向けた取り組みも行えるようになってきた。 

「チャレンジ就労体験事業」として、３名の受け入れを行い、うち１名の方は１１月から利用開始へと繋がり、地域の中で

次のステップを目指す方への「働く場」としての機能も引き続き担うことができた。 

①年間利用状況

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日当たり 利用率 

254 20 28～29 ５,772 22.6 113.2％ 

②職種別職員数

管理者 
ｻｰﾋﾞｽ管理

責任者
職業指導員 生活支援員 

目標工賃 

達成指導員 

常勤職員 1 1 1 １ ２ 

非常勤職員 4 6 

③授産事業の収支等

収入 支出 
差引 

平均支払工賃額

（月額） 売上 必要経費 工賃 支出合計 

印刷部門 46,996,603 37,966,544 5,101,000 43,067,544 3,929,059 47,231 

受託部門 11,037,644 2,497,894 8,515,400 11,013,294 24,350 36,578 

計 58,034,247 40,464,438 13,616,400 54,080,838 3,953,409 39,954 

④事故、苦情

事故 物損事故 4 件 人身事故 0 件 

苦情 なし 

⑤利用者の障害程度区分（人）

未判定 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

１５名 ０名 ３名 ３名 3 名 2 名 3 名 ２９名 

琵琶湖博物館集合写真 



令和 6 年度 事業報告書 

洛南障害者デイサービスセンター「あすなろ」（生活介護事業） 

事業概要 

令和６年度は、登録者数３７名で新年度を迎えましたが、６月に１名の利用者が諸事情で退

所された事もあり、３６名の登録利用者で令和６年度を終えました。 

利用率に関しては、ショートステイの利用増加や、リハビリ目的の長期入所等がありました

が、前年度との比較では大きな変化は見られませんでした。 

令和６年度は、障害福祉サービスの報酬改定により、サービス提供時間ごとの基本報酬の見

直しとなり、基本報酬が減になるなど生活介護事業にとっては大きな改定となりました。また、

利用時間や送迎時間は、利用者やご家庭の都合等も踏まえ、多岐にわたる配慮の結果だった事

もあり、報酬改定後の数か月は、送迎時間の調整や変更、また制度を理解する事も含め混乱し

た年度でした。 

日中活動に関しては、利用者個々のニーズに合わせた個別プログラムや集団プログラムなど

多岐にわたる活動を企画提案しました。また、グループ外出や季節の行事においては、行事前

に利用者の意見や希望を聞く場を設け利用者主体で外出先等を決定する事を職員全員が意識

し進めていきました。 

初夏のグループ外出 給 食 創作活動 

実績表 

①年間利用状況（令和 6 年４月１日～令和 7 年３月３１日）

生活介護事業（定員 20 名） 
事業日数 実利用者人数 利用率 

243 日 4,241 人 87.3% 

②曜日別登録者数 登録者数 36 名（支援区分 5：6 名 支援区分 6：30 名）令和 7 年３月末現

在 

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 計（延べ） 一日平均 

20 18 19 19 20 96 19.2 

③職種別職員数（令和 7 年３月末現在）

管理者・サービス管理責任者 支援員 看護職員 医師 計 

常勤職員 1（兼務） 7 8 

非常勤職員 9 2 1 12 

④事故、苦情

車両物損事故 車両人身事故 支援中の事故 苦情 

2 件 0 件 
3 件 

（利用者に係る事故 2 件・利用者の所有物に係る事故 1 件） 
0 件 



令和６年度 事業報告 生活サポートセンター『くるり』 

（居宅介護・行動援護・重度訪問介護・移動支援事業） 

１．事業内容 

 令和６年４月より準備室を設けて開設準備を行い、事業所申請の手続きを行い、同年８月に事業所を開設し

た。 

 開設前の予想では、潜在的な利用希望者は一定数存在する、ということだったが、開始してみると、想定し

ていた程の利用希望はなかった。多くの利用者にとっては、現在問題なく生活することができる生活リズムが、

すでにサービスを組み入れて成立しており、慣れた事業所をから切り替えてまで新たな事業所を利用するメリ

ットはなかったのではないだろうか。 

  新規の利用希望についても、夕方の時間帯に利用希望が集中している。すでにサービス提供している時間帯

に重なるため、断わることが多かった。通所施設を利用する利用者が多く、日中支援は通院などの移動支援が

多くなっている。また、利用していた事業所の人員不足からのサービス撤退で抜けるための代替として等事業

所に紹介されてくるケースが多かった。 

  今後は、新規利用者とヘルパーのバランス良く募集し、派遣の数を確保していくようにしていきたい。 

２．派遣状況 

介護給付費 地域生活支援事業 計 

年間 

（事業収入） 

345 件 485.5 時間 

（2,153 千円） 

82 件 631.5 時間 

（395 千円） 

427 件 1,117 時間 

（2,548 千円） 

3．利用内訳（令和 6 年 3 月利用分・重複あり） 

居宅介護 行動援護 重度訪問介護 移動支援 

利用人数 延べ件数 利用人数 延べ件数 利用人数 延べ件数 利用人数 延べ件数 

55 345 0 0 0 0 27 48 

4．職員体制 

管理者（兼務） サービス提供責任者 常勤ヘルパー（兼務） 事務員（兼務） 登録ヘルパー 

1 名 ２名 ３名 1 名 ８名 

5．事故・苦情件数 

事故 ヘルパー派遣時：０件 車両：0 件（物損） 

苦情 ０件 



令和６年度 事業報告書 

京都市伏見障害者デイサービスセンター（生活介護事業） 

１．事業内容 

2024（令和 6）年度は、前年度に“コロナ禍”がようやく一段落（５類へ移行）し、それ以前の生活

へと戻る動きが大きく進んだ一年となった。加えて、当事業所では施設長が代わり、新体制のもと様々な

業務の見直しや働き方改革が図られ、単にコロナ前の状態へ復旧するのではなく、従来の事業を一つずつ

精査・改善しながら、また新たな形で実現していく再出発の一年にもなった。 

内容的にも長いコロナ禍を脱し、様々な行事・事業を復活させることができた。昨年度から再開した春・

秋の「外出レクリエーション」や「新年会」などに加え、今年度は 

さらに「ふれあいまつり」や「調理プログラム」も、以前とは少し 

形を変えつつ実現させることができた。 

また、当施設では利用者および家族の高齢化が進んでおり、家庭 

生活から一人暮らしやグループホームへと移行された方への支援にも 

継続して取り組んだ。入居先や居宅事業所等と連携を図り、これから 

も住み慣れた地域で安心して暮らせるよう様々な形で尽力している。 

２．支援や取り組みについて 
令和６年度も安心安全な環境を整え、利用者のニーズや特性に合わせ、 

楽しく快適で内容豊かな日中活動の実現を目指した。これまで感染対策 

で制限されていた活動も概ねコロナ前の状態に戻すことができている。 

分室でも、長く自粛していた調理活動を「お菓子作り」として再開 

できたほか、分室利用者だけでの外出企画も実施することができた。 

３．主な行事、地域における公益的な取り組みや実績など 

コロナ禍以来、今年度は５年ぶりに伏見センター合同での「ふれあいまつり」を開催することができた。

また、近隣の小学校での「車いす体験事業」も、前年度に続き伏見障害者授産所との共催で行なっている。

４．研修・訓練等 
相談支援やサービス管理責任者研修などを受講。また、オンラインや ZOOM を活用した研修にも参加した。 

５．設備改善等 

業務用パソコン１台を購入。 

６．その他 

①利用状況

事業日数 定員 在籍人数 総利用者数 一日平均 利用率 

250 日 20 人 36 人 4,917 人 19.6 人 98.4％ 

②利用者の障害支援区分

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

0 0 0 2 名 8 名 26 名 36 名 

③職種別職員数

管理者 サービス管理責任者 生活支援員 看護師 嘱託医 計 

常勤職員 1 8 2 11 

非常勤職員 1（兼務） 11（換算 4.5） 2（兼務 1 名） 1（兼務） 15 

④事故・苦情

物損事故 人身事故 支援中の事故 苦情 

0 件 0 件 2 件 0 件 

〔外出行事「春レク」〕 

〔「お菓子作り」の様子〕 



202４年度 事業報告 

京都市伏見障害者授産所（生活介護） 

① 事業内容

2024年度も入退所者はおらず、コロナ禍も落ち着いてきた事で通所日を増やしたご利用者もおり、

利用率は103％と概ね安定しています。基本的な感染症対策は継続しているものの、外出等の行事

も以前のように増やす事ができました。さらにご利用者の充実した生活のため、より満足して頂け

るような支援を行っていきます。

（作業支援） 

作業面では、新たに受託した作業も含め、内容や方法を見直し、効率よくかつご利用者の作業の

幅を広げ、やりがいや達成感を感じられるよう環境設定を行いました。また今年度も分室を利用し、

集中して作業ができ、やり方を模索しながら職員が手厚く支援する環境を提供することで、できる

事が増やせるように取り組んでいます。引き続き、ご利用者のニーズを探り、可能性を広げる支援

を行っていきます。 

（生活支援） 

作業以外に個別プログラムも実施し、ご利用者の希

望に応じて設定しています。創作やパズル、面談など

にゆとりをもって取り組んでいただき、知識・技能の

習得や楽しさ、心地よさを感じてもらえる機会となっ

ています。また外出プログラムとしてボウリング・外

食に行き、日頃なかなか外出できない重度の方にもリ

フレッシュして喜んでいただきました。春と秋の外出レク、食事会、卓球バレー大会への参加など

の年間行事もコロナ以前のように実施でき、楽しい時間を過ごしていただいています。また、生活

面での支援においては、ご利用者の高齢化に伴う機能面の変化にも留意が必要であり、ご家族の高

齢化に伴って家族支援が必要なケースも増えてきました。今後も相談支援事業所等と連携し、将来

を見据えた地域での生活を支援していきます。

② 年間利用状況

③ 職種別職員（人）

所長 

（兼務） 

サービス管理責任者

（兼務） 
生活支援員

看護師 

（兼務） 

嘱託医 

（兼務） 

常勤職員 １名 １名 4 名（常勤換算 4.0） 

非常勤職員 4 名（常勤換算 1.1） １名 １名 

④ 事故、苦情

⑤ 利用者の障害程度区（人） 

区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

0 0 0 ３ ６ 

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 １日当たり 利用率 

246 日 6 人 9 人 1,522 人 6.18 人 １03％ 

事故 物損事故：なし 人身事故：なし 

苦情 な  し 



202４年度 事業報告 

京都市伏見障害者授産所（就労継続 B 型） 

① 事業内容

2024年度は12月にご家庭の事情で1名退所となりましたが、利用率は110％となり、概ね安定し

ています。高等部の体験実習生が数名希望されている事もあり、再来年度の受け入れに向けて体制

を整えていきます。コロナ禍も収まりつつある中で、外出等の行事や作業以外のプログラムも以前

のように幅を広げる事ができ、さらにご利用者の力を伸ばし、より満足して頂けるような支援を行

っていきます。

（授産事業） 

2024 年度は、平均工賃が昨年度を 1,000 円以上上回り、なおかつ黒字決済で終える事もできま

した。作業面では内容や方法、環境の見直しを行い、効率化を図るとともにご利用者がやりがいを

感じながら取り組めるよう支援しています。自主製品ではご利用者が筆で書いた漢字のポストカー

ドを新たに作成し、売上も好調です。物価高騰が続く厳しい状況ではありますが、さらなる増収・

高工賃を目指していきます。 

（利用者支援） 

ご利用者の可能性を広げステップアップにつなげるため、分室活

動にも力を入れています。とっておきの芸術祭で佳作を受賞した創

作活動、ニーズの多い調理や運動プログラム、社会生活訓練として

ハラスメント防止研修、作業訓練などを実施しました。

② 年間利用状況

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日あたり 利用率 

261 日 14人 17 人 4,022 人 15.4 人 110% 

③ 職種別職員（人）

所長 

（兼務） 

サービス管理責任者

（兼務） 
生活支援員 職業指導員

目標工賃 

達成指導員 

嘱託医 

（兼務） 

常勤職員 １名 
1 名 1 名 

（常勤換算１.０） 

1 名 

（常勤換算 0.9） 

１名 

非常勤職員 ２名 

（常勤換算０.7） 

１名 

④ 授産事業の収支等

区分 収入額 
支出額 

差引 平均工賃 
経費 工賃 

印刷事業 11,537,015 9,163,550 2,512,900 △139,435 31,729 

そ の 他 3,702,502 1,136,651 2,398,000 167,851 22,708 

計 15,239,517 10,300,201 4,910,900 28,416 26,574 

⑤ 事故、苦情

⑥ 利用者の障害程度区分（人） 

未判定 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

９ 0 0 0 ３ ４ 1 

事故 物損事故：なし 人身事故：なし 

苦情 な  し 



2024 年度  事業報告 

生活サポートセンター『とらい』 

（居宅介護 重度訪問介護 行動援護 同行援護 移動支援） 

事業概要 

利用者が居宅において自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、利用者の身体そ

の他の状況及びその置かれている環境に応じて、「入浴、排せつ及び食事等の介助」「調理、洗濯、

掃除等の家事」「生活等に関する相談・助言」「移動の支援」「その他の生活にわたる援助」を適

切かつ効果的に行うようにつとめた。居宅介護事業所は、障がいのある人にとって、とりわけ一

人暮らしやご家族が高齢になってきた人にとっては、より充実し安心して地域生活を送るために

重要な役割を持っている。より一層、安全で質の良い支援を提供できる体制づくりに努めたい。 

今年度の派遣時間は年間で約５８０時間減少（-4.８％）している。内訳では、外出支援（行

動援護・移動支援など）で約４８0 時間の減少。居宅介護が約１０0 時間の減少であった。減少

の内、行動援護の約２4０時間と居宅介護の約１００時間は、登録ヘルパーの継続的な体調不良

での派遣調整による。 

給付費等の収入は約 130 万円減少（-2.３%）している。 

通院やショートステイの送迎など、低額料金で車での移送を行う福祉有償運送を実施した。

202４年度は、３４０回の支援を行った。ヘルパーでの支援を並行して行い、利用者の活動範囲

を広げることができた。 

間利用状況 

事業日数 
派遣時間（年間） 派遣件数（年間） 

介護給付費 地域生活支援事業 合計 介護給付費 地域生活支援事業 

365 日 8471.5 3132.0 11603.5 6330 1860 

②利用者の内訳（2025 年 3 月利用：重複あり）

身体介護 家事援助 通院等介助 重度訪問介護 行動援護 同行援護 
移動支援･

伴う 

移動支援･

不伴 

1５人 ５人 1２人 1 人 １９人 ２人 ３３人 ５人 

③職種別職員数（2025 年 3 月）

管理者・サービス提供責任者 サービス提供責任者 常勤ヘルパー 登録ヘルパー 

１人 ３人 ２人 20 人 

④事故・苦情

事故 1 件（車両物損事故） 

苦情 0 件 



20２４年度 事業報告 

グループホーム「ふしみ寮」 共同生活援助 

事業概要 

今年度は、利用者の入れ替わりはなく、ふしみ寮全体としては、安定して過ごしていただけて

いた一年であった。 

介護給付費等収入は、年間では約９0 万円減少している。年間の利用者数は前年度より約２０

人減少している。利用者の減少は利用者の体調等による影響の範囲で、給付費の減少幅が大きい

のは、制度上の単価変更によるものである。 

職員体制では、泊り勤務ができる世話人・生活支援員が必要数確保できていた。 

支援の面では、日中活動のための活力を保つ生活の場であることを意識し、利用者がゆっくり

と過ごせる支援を心掛けた。 

２０２５年度より、「地域連携推進会議」の開催が義務付けられる。先行して１２月に、グル

ープホームふしみ寮の「第 1 回 地域連携推進会議」を開催した。「地域連携推進会議」は、施

設等と地域が連携することにより、「利用者と地域との関係づくり」「地域の人への施設等や利用

者に関する理解の促進」「施設等やサービスの透明性・質の確保」「利用者の権利擁護」を達成す

るための合議体で、地域の学区社協・消防分団に出席していただいた。 

サテライト型に入居されている利用者の支給決定可能期間が次年度中に経過するため、ひとり

暮らしに移行してもらうことを検討。退去された後のサテライト型の目的に応じた利用対象者が

見込めなかったため、その利用者が引き続き同じ物件で住まうことができるように賃貸契約を変

更し、２０２５年３月末日でサテライト型の定員１人を減員・閉鎖することとした。当該利用者

には、生活サポートセンター『とらい』よりヘルパー派遣を行い、従前と変わらないひとり暮ら

しでの生活ができるように支援することとした。 

①年間利用状況

  ふしみ寮桝形町 及び ふしみ寮鍛冶屋町 

事業日数 定員 在籍人数 延べ利用人数 平均利用者数 利用率 

3６２日 9 人 8 人 2４５５人 ７．０人 ８７．９ 

サテライト型

事業日数 定員 在籍人数 延べ利用人数 平均利用者数 利用率 

３５８日 1 人 1 人 3５８人 1.0 人 １００．０ 

②利用者の障害程度区分

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

５人 ４人 ９人 

③職種別職員数（２０２０年 3 月）

職種 配置人数 常勤換算 

管理者（所長） １名（兼務） 

サービス管理責任者 １名（兼務） 

世話人 ２２名（兼務） １．５ 

生活支援員 １５名（兼務） ２．６ 

④事故・苦情
事故：０件 苦情：なし 



2024 年度 事業報告 

放課後等デイサービス『らいと』   放課後等デイサービス 

事業概要 

「児童福祉法」の理念に基づいて、学校通学中の障がい児に対して、放課後や夏休み等の長期休暇

中において、生活能力向上のための支援を継続的に提供することにより、学校教育と相まって障がい

児の自立を促進するとともに、放課後等に充実して過ごせる場となるように取り組んだ。 

昨年度に引き続き、プログラムの充実に重点的に取り組み、家族からも希望の多かった公園などで

の外遊びや学習の時間など、個別にあったプログラムを重視して取り組んだ。プログラム活動時は、

安全を第一に考え、環境設定やプログラムなどを工夫して支援を行った。 

送迎は学校の予定の変更が多く、日替わりでの支援体制・送迎体制を変更する必要があり、ご家族

や学校と連絡を密にしてきめ細かく対応した。 

今年度もコロナウイルス感染症に対する感染予防に細心の注意を払い、土曜、学校休校中の受け入

れ態勢の変更や送迎車内、事業所内での環境設定、支援プログラム実施にも感染対策を講じた。また、

通所時の検温・手洗い、アクリル板の設置(おやつ時)等の衛生管理ついて取り組み、感染拡大防止に努

め利用者に安定したサービスを提供することができた。 

今年度は報酬改定により、利用者 1 人当たりの支援費収入が前年度比で３％程度減収となった。 

  また、年度途中での利用終了が 2 名あり、長期休暇中の利用休止、体調不良や家庭の事情による長

期欠席等が前年度に比べて増加した事で、利用率も前年度から 7％ほど低下した。運営に必要な収益

確保のため、通所率の確保や業務の効率化が次年度に向けての課題となっている。 

  事業所の強みを活かしたきめ細やかな個別支援のため、職員体制は維持しつつも収益性を高められ

るよう努めていきたい。 

①年間利用状況

事業日数 定員 在籍人数 延べ利用人数 平均利用者数 利用率 

292 日 10 人 2１人 2４３６人 8.3 人 83.4％ 

②利用者の年齢・性別（令和６年３月）

男 女 計 

小学生（低学年） １ ２ ３ 

小学生（高学年） ２ ３ ５ 

中学生 ３ ２ ５ 

高校生 ６ ２ ８ 

計 １２ ９ ２１ 

③職種別職員数（令和６年３月）

職種 配置人数 常勤換算 

管理者（所長） １人（兼務） 

児童発達支援管理責任者 １人（常勤） １  人 

児童指導員・保育士・他 ８人（常勤４人・非常勤４人） ５．１人 

看護師・准看護師 ３人（非常勤） ０．６人 

④事故・苦情

支援に関する事故 ３件  

車両事故 ２件  物損 

苦情 ０件 



令和６年度事業報告 

京都市ふしみ学園（生活介護事業） 

１．総括 

令和 6 年度は報酬改定による制度変更への対応から始まった。日割りから時間割りの基本報酬単価へ

と変更され減収も予想されたが、加算の取得や支援区分の見直し等で何とか収入を維持し健全な運営を

継続することが出来た。昨年度から新型コロナウイルスの規制緩和が進み、今年度は伏見センターで「ふ

れあいまつり」を 5 年ぶりに実施した。障がいのある方や高齢者だけでなく児童にも参加してもらえる

よう子ども食堂の出店や金券の配布を行い、当日は大変盛況で食べ物はすぐに売り切れるほどだった。  

また第三者評価を受診し事業運営について外部の方に見て頂く久々の機会となった。受診にあたり職

員でチームを作り自施設のことについて話し合う良い機会となった。年度末の忙しい時期の受診となっ

たが、受診結果を参考により良い事業運営に努めていきたい。 

 昨年度と同様にグループホームを運営して欲しいとの声を聞く。地域で生活していくため通所先は変

えずに過ごして欲しいとの希望は多い。今年度は 1 名の保護者が死去されたが、保護者の高齢化の課題

は継続した課題となっている。 

２．年間利用状況 

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日あたり 利用率 就職者数 

249 日 55 名 68 名 14,853 名 59.8 名 108.6% 0 

3．生産活動事業収支 

令和 6 年度 収入 工賃支払総額 平均工賃月額 

受託事業 9,568,759 2,709,761 3,320 円 

4．職種別職員数 

施設長 
サービス

管理責任者 

生活支援員 

（常勤換算） 
看護師 嘱託医 

常勤職員 1（兼） 2 15 

非常勤職員 21（8.6） 1（兼） 1 

5．事故・苦情 

事故 車両事故：5 件  事業事故：13 件 

苦情 ０件 

6．利用者の障害支援区分 

区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 平均区分 

0 名 2 名 19 名 34 名 13 名 4.85 



令和 6 年度事業報告 

京都いたはし学園（就労移行） 

１．総括 

【就労移行】 

今年度は就労移行利用者 1 名でスタートし、その方が 2 月末日で 2 年の期限を迎え、B 型利用

の希望を出されたため 3 月は利用者不在であった。そのため今年度は就労実績なく、事業を開始し

て初めて就職者を出すことが出来なかった。利用者が居なくなり事業を継続しても人員配置の課題

があり、また、仮に利用者が入っても大幅に収益が下がる。4 月からの新店舗の計画や生産性向上

のための移設もあり令和 7 年度からは就労移行を廃止する運びとなった。 

 平成 20 年から就労移行支援を続け約 50 名を一般就労へと送り出した。経済的な意味での自立

は当事者にとっても分かりやすく、障がいのある方々が社会出て働くことは大変意義深いものであ

った。今後は B 型のみの単独型となるが、利用者の希望があれば就労支援を実施していきたい。 

２．年間利用状況 

事業 事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日あたり 利用率 就職者数 

移行 221 6 1 232 1.04 16.16 0 

※B 型利用に係るアセスメントを含む

３．生産活動事業収支 

令和 6 年度 収入 経費 工賃 収支差額 

受託事業 550,000 261,440 289,865 -1,305

（※B 型からの請負業務） 

４．平均工賃額 

総支払額 平均支給人数 平均月額 

289,865 1 24,155 

３．職種別職員数 

施設長 サービス管理責任者 就労支援員 職業指導員 生活支援員 嘱託医 

常勤職員（移行） 1（兼） 1（兼） 2 1 

非常勤職員（移行） 1 1（兼） 

４．事故・苦情 

事故 車両事故：0 件  事業事故：0 件 

苦情 ０件 

５．利用者の障害支援区分 

区分なし 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 

1 名 0 名 ０名 ０名 ０名 0 名 0 名 

（※令和 6 年３月３１日現在） 



令和 6 年度事業報告 

京都いたはし学園（就労継続支援 B 型） 

１．総括 

【就労継続支援 B 型】 

施設の移転に向けて準備と生産活動を両立して行った 1 年であった。イベントでの出店も以前のよう

に戻り日々忙しい中、新年度のプランを立てた。３月はほとんど生産活動が出来ず大幅な減収となった

が、年間を通しては増収となった。受託作業ではこれまでメインの作業であった『お好み焼きセット』の

作業が会社の廃業により受託できなくなり減収となった。他作業の受託量を増やすことで仕事量はカバ

ー出来た。 

利用者関係では予期せぬ退所が１名と併用していた方が他の事業所への単独利用を希望されたため２

名の退所となった。就労移行を利用していた方が１名 B 型利用に変わり全体では２２名の利用となって

いる。新施設移転もあり支援学校からの実習も多く、今後定員も増えることから利用者確保に努めてい

きたい。 

年度末に掛けて移転作業がかなり忙しくなったが、職員一同の努力もあり乗り越えることが出来た。B

型単独となる次年度もより一層忙しくなることが予想されるが、健全な事業運営に努めていきたい。 

２．年間利用状況 

事業 事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日あたり 利用率 就職者数 

B 型 300 14 22 4,937 16.4 116.9 0 

３．生産活動事業収支 

令和 6 年度 収入 経費 工賃 収支差額 

パン・製菓事業 20,098,796 15,019,898 4,461,812 617,086 

受託・清掃事業 2,982,701 50,191 2,801,388 131,122 

合計 23,081,497 15,070,089 7,263,200 748,208 

４．平均工賃額 

総支払額 平均支給人数 平均月額 

7,263,200 16.4 36,906 

３．職種別職員数 

施設長 サービス管理責任者 目標工賃達成指導員 職業指導員 生活支援員 嘱託医 

常勤職員（B 型） 1（兼） 1（兼） １ 2 2 

非常勤職員（B 型） 3 1（兼） 

４．事故・苦情 

事故 車両事故：0 件  事業事故：2 件 

苦情 0 件 

５．利用者の障害支援区分 

区分なし 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 

15 名 0 名 2 名 4 名 1 名 0 名 0 名 

（※令和 6 年 3 月 31 日現在） 



京都市山科身体障害者福祉会館 

１． 総 括 

令和６年度は様々な面で新たなスタートを切る一年となった。事業運営においては感染症による 

自粛や制約を考慮せずに運営が可能となった一方で、コロナ後の運営の在り方、これからの事業運 

営のスタンダードについて模索する一年でもあった。 

 本年度の施設運営では、生活介護や会館の職員が一体となって業務を担うなど、日常的に助けあ 

う体制を構築し実践するなど、できる限りの運営努力を重ねた。 

今年度に実施した利用者向け講習会は、10 講座であった。そのうち、「笑いヨガ」、「フラダンス」、 

「パステルアート講習」の３講座を新設し、身体障害者手帳を所持しない地域の一般の方も受け入 

れ対象として実施した。 

 貸室事業においては年間利用回数が前年度比約３％増の 2,621 回、年間利用者数は前年度比約 

7.7％減の 27,355 人となり、前年度からの大きな増減は見られなかった。 

 車いす貸出し件数は前年度から 106 件（前年度比－31 件）であった。貸し出し総数は減少して 

いるが、同じ利用者が短期間で繰り返し利用する傾向も見られ、車いすが必要となった際に気兼ね 

なく利用できる事業として認知されていることを実感することができた。 

１１月に実施した「やったね！秋まつり」は地域の「ぐるっとふれ愛まちフェスタ」との合 

同イベントとして開催し、前年度以上の来場者とともに大きな賑わいを創出することができた。 

今年度はキッチンカーも導入し、さらに魅力的なイベントとなるように試み、無事に成功を収 

めることができた。 

 その一方で、会館利用者の高齢化に伴いコロナ禍以降は利用者数が減少したままで回復して

いないという現状もある。利用者の高齢化やニーズの変化などの課題も踏まえつつ、社会の動

向や福祉の動向を把握し、会館利用者にとって安心して利用できる施設運 

営を行っていきたい。

【年間利用状況】 （人） 

事業日数 実利用人数 １日当たり 

308 日 

(308 日) 

27,355 

(29,641) 

88.8 

(96.2) 

【会館利用者数内訳】          (人) 

会議室Ａ 会議室Ｂ ボランティア室 調 理 室 食  堂 ロビー 喫茶・図書ロビー 休養室 入浴室 合  計 

2,356 

(2,367) 

5,411 

(4,635) 

87 

(0) 

1,568 

(3,144) 

7,043 

(8,356) 

1,849 

(1,977) 

4,673 

(4,744) 

3,321 

(3,233) 

1,047 

(1,185) 

27,355 

(29,641) 

【職種別職員数】 

区 分 管理者 支援員 看護師 計 

常勤職員 1 2 3 

非常勤職員 2 1 3 

【事故・苦情】 

事故 物損事故：なし 人身事故：なし 

苦情 なし 

（ ）内前年度 



令和６年度事業報告 

京都市山科身体障害者福祉会館（生活介護事業） 

 

【概 要】 

令和６年度は登録利用者数３７名でスタートした。年度途中で１名の利用者が亡くな

り、施設入所・遠方への転居・Ｂ型事業所へ移行した利用者もあり、登録利用者数は 35

名となった。新規利用者２名の受け入れを行ったが、長期入院や家庭都合による欠席、

利用控えなどもあり、通所率はおおよそ６５％前後を推移している。 

  令和６年１１月より、奇数月の最終土曜日に、職員の専門性の向上・職員間の情報共

有・研修の機会を確保するために、非常勤職員を含めた全職員を対象に会議を実施した。

全職員が集まって話をする貴重な機会となり、とても有意義な時間となった。次年度も

継続して実施していきたい。 

また、山科・醍醐周辺に新設の施設が増えてきており、他施設との違いを明確化し、

独自性を持った施設運営を行うことが必要となってきている。地域には夕方から夜間に

かけての支援が必要なケースも多いことから、令和

７年度は、夜間の時間帯に入浴と食事・送迎のサー

ビスを提供できるナイトケアの実施を進めていき

たい。 

引き続き福祉事務所・支援センター・支援学校・

病院の地域連携室などと連携を行いながら、利用者

の受け入れを拡充していくとともに、利用者が安定

した地域生活を営んでいけるよう、支援員の確保、

チーム力・支援力の向上を図っていきたい。 

 

【年間利用状況】 

事業日数 定員 在籍者数 実利用者数 1 日当たり 利用率 

255 日 20 名 35 名 3,321 名 13.0 名 65％ 

【利用者の障害程度区分】 

区分１ 区分２ 区分 3 区分４ 区分５ 区分６ 計 

0 名 0 名 １名 ５名 14 名 15 名 35 名 

【職種別職員数】 

区別 管理者 
サービス管理 

責任者 
生活支援員 看護師 嘱託医 計 

常勤職員 1 名 1 名 ４名   ６名 

非常勤職員   ６名 １名 1 名 ８名 

【事故・苦情】 

車両物損事故 車両人身事故 支援中の事故 苦情 

0 件 0 名 ０件 ０名 

 

【パステルアート講習会の様子】 



令和６年度事業報告書 
福祉有償運送 京都ラクシヨーネ／京都ラクシヨーネ伏見 

【概 要】 

福祉有償運送事業は法人の地域貢献事業として平成 27 年（2015 年）に事業を開始

しました。今年で１０年目を迎え、移動に困難を抱える障がいのある方の移動手段として

広く認知されるようになりました。 

昨年度に引き続き職員構成及び経営状態を踏まえながら、無理のない事業運営を継続し

てきました。そして移動に困難を抱える山科身体障害者福祉会館利用者の方や山科エリア

の利用者の方にサービスを提供しました。 

また、安全運転・安全運行を心掛け、事故等なく運行することができました。 

次年度も山科身障会館を利用しておられる障

がいのある方及び山科エリアの利用者の社会資

源として、地域貢献事業を継続していきたいと

考えています。 

【令和６年度福祉有償運送運行実績概要（山科・伏見合計）】

事務所数 
（ヶ所） 

運転者数 
（人） 

会員数 
（人） 

運行件数 
（件） 

輸送人数 
（人） 

走行距離 
（ｋｍ） 

運行収入 
（千円） 

令和６年 2 21 577 592 770 5,147 785 

（参考） 

令和５年 
2 30 587 2,739 4,422 16,121 3,027 



令和６年度事業報告 

 京都市山科障害者授産所 
（生活介護事業） 

◆ 事業概要 

 今年度は、福祉事務所や支援センター・支援学校等と連携を図りながら、利用者確保に努めた。しかしながら、

新規利用者の確保は依然として難しい状況であった。就労継続支援B 型から1 名の移籍があり、また在籍利用者の

通所日数が増加したケースもみられた。在籍者は現在１３名となっている。 

身体機能の低下により通院などの理由で欠席する利用者が多く、通所率はお

およそ８５％前後で推移している。 

今年度も月２回土曜日の開所や祝日にレクリエーション行事を実施するな

ど、利用者の余暇時間の充実を図った。また、介護・訓練等給付費の収入増に

も努めた。 

今年度も通所後の検温や健康観察を継続して行い、体調のすぐれない利用者

にはその状況に応じて、個室での活動や自宅での療養をお願いした。 

また、計画相談支援と連携を図りながら、身体機能が低下した利用者に対し

て、区分の変更や、訪問マッサージ、ヘルパーの利用促進などを行い、安定した地域生活を送れるよう支援した。 

次年度も日中活動だけの支援にどどまらず、ご家族や関係機関と連携を図りながら、利用者の将来の生活を見据え

た支援に努めたい。 

 

 事業実績 

① 年間利用状況（令和６年度4 月～令和７年3 月） 

   

 

 

 

② 職種別職員数 

所長(兼) 
サービス管理 

責任者(兼) 

生活支援員 

（常勤） 

生活支援員 

(非常勤) 
看護師 嘱託医 計 

１ １ １ ４ １ １ ９ 

 

③ 利用者障害区分 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

— — １人 ２人 ８人 ２人 １３人 

  

④  授産事業の収支 

 

 

平均工賃 16,098 

 

 

⑤  事故・苦情  ０件 

事業日数 定員 在籍人数 実利用者数 1 日あたり 利用率 

２４３日 10 人 11.7 人 2,089 人 8.5 人 85.9％ 

事業内訳 収入 
支  出 収支差額 

工賃 経費 収支 

印刷事業 1,159,704 901,300  258,404 

受託事業 372,215 288,900  83,315 

自主製品事業 416,851 323,700  93,151 

利息/積立 6,378      6,37８ 

合計 1,955,148 1,513,900 0 441,248 



令和６年度事業報告 

京都市山科障害者授産所 
（就労継続支援 B 型事業） 

◆事業概要

今年度は積極的に実習や見学などの受入れを行い、新たに２名の利用者が増加し、現在19 名の利用者が在

籍している。 

安定した収入を確保し、無理のない施設運営を実現するために、月2 回土曜日に開所を行った。通所率はお

およそ110％前後を推移している。 

障害者職業相談室やジョブカフェなどと連携し、山科身体障害者福祉会館の非常勤職員として就職したケー

スや、就労継続支援A 型事業所へ移行したケースもあり、合計で2 名の利

用者が就職に結びついた。 

作業においては、行政機関などからの受注が増加し、収益を向上させる

ことができた。しかしながら、繁忙期と閑散期の差が大きく、安定した作

業量を維持・確保することに苦慮した年でもあった。 

また、今年度も引き続きチャレンジ就労体験事業や行政、支援学校など

からの見学、大学からの実習、ボランティアの受入れを積極的に行い、地

域や関係機関との連携を深めた。 

山科・醍醐周辺に新設された就労系の施設が増加しており、利用者確保

が難しい状況になってきている。次年度は他施設との差異を明確にし、当

施設の独自性を打ち出していきたい。 

また、就労事業の収益向上と作業内容の拡充を図るとともに、また福祉事務所・生活支援センター・支援学

校などと連携し、新規利用者の確保に努めたい。 

◆事業実績

① 年間利用状況（令和６年度4 月～令和７年3 月）

② 職種別職員数

所長

(兼) 

サービス管理 

責任者(兼) 

生活支援

員 

職業指導

員 

目標工賃 

達成指導員 
嘱託医 計 

１ １ １ １ ０ １ ５ 

③ 授産事業収支

平均工賃額 18,449 

④ 事故・苦情 なし 

事業日数 定員 在籍人数 実利用者数 1 日あたり 利用率 

２４３日 10 人 １８人 2,626 人 10.8 人 108.4％ 

事業内訳 収入 

支 出 収支差額 

工賃 
生活介護へ外

注費 
その他の経費 収支 

印刷事業 5,044,611 1,304,700 1,159,704 3,237,906 ▲657,699

受託事業 1,809,011 418,300 372,215 172,505 845,991 

自主製品事業 4,653,003 468,600 416,851 3,319,704 447,848 

利息等 2,634 2,634 

合計 11,509,259 2,191,600 1,948,770 6,730,115 638,774 



令和６年度 事業報告書 

京都市山科障害者デイサービスセンター (生活介護事業) 

◇概要

年度末から職員の退職が重なり、職員の顔ぶれも大きく変わる体制でのスタートとなった。その為、ご利用者が安

全に楽しんで過ごせることを第一に、日中プログラムについては、日々の職員体制に合わせながら臨機に調整を行っ

た。 

今年度も、ご家族の体調不良より、１０月末に１名のご利用者が入所施設利用に移行するケースがあった。当事業

所を開設当初から利用されている方々が年々減り、ご利用者の年齢層も変わりつつある現状であることを感じる。 

令和７年１月には約８年ぶりに第三者評価を受診した。評価機関からの客観的な視点や評価観点で、色々なアドバ

イスも受けることが出来、事業を見直す良い機会となった。

また、新たに５名分の重度加算支援手順書を作成し、職員間での支援の統一を図った。

土曜日開所については、年々ご家族の高齢化による退所やご利用者の体調不良から利用者が減少しており、前年度

から京都市と祝日開所に切り替える方向で相談を行ってきていたが、来年度から土曜日を閉所し、月の第１祝日を開

所することとなった。 

◇主なプログラム

運動、リラックス、ワーク、園芸、音楽、創作、室内レクリエーション、茶話会等 

◇あんずルーム

少人数でゆったりとした環境の中、個々の利用者に合わせ、スヌーズレン室の利用や 

近隣散歩、プロジェクターによる iPad の動画鑑賞を行い過ごしている。 

◇主な行事

夏の半日外出・秋まつり・秋の一日外出・クリスマス月間・冬のお茶会月間・避難訓練 

◇ボランティア 年間延べ人数： １１６名：コロナウィルス感染症流行期間は来所を控えていただいた。

◇事故・苦情 利用者の係わる事故 0 件 運転事故４件 苦情 0 件

①年間利用状況

事業日数 定員 在籍人数 実利用者数 一日あたり 利用率 備考 

２９２日 ２０名 ２６名 ４,３５９名 １４．９名 ７５．０％ 

②利用者の障害支援区分（令和７年３月現在）

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

０名 ０名 ０名 ０名 ９名 １７名 ２６名 

③職種別職員数

区分 管理者 
サービス

管理責任者 

生活 

支援員 
看護士 嘱託医 計 

常勤職員 

非常勤職員 １名（兼務） 

１名 ７名 

５名 

（内兼務１名） 

１名 1 名（嘱託） 

８名 

８名 



令和６年度事業報告概要   京都市やましな学園（生活介護事業） 

前年度７名の退所者があったが、ホームページをリニューアルした結果、問合せも増え、今年度

は３名の新規利用者を迎えることとなった。１月末には身体状況の変化等から１名の利用者の退

所があったが、一日通して作業に取り組むことが難しくなってきた利用者に向けて、ハンドマッ

サージやウォーキングマシンなどの機器を導入しての運動の時間を設けた。一方で作業や環境を

利用者一人ひとりに合わせて見直しを行い、工賃アップにつながった。地域交流に関しては引き

続き橘大学の学生との共同で大型絵画制作を行い、ラクト地下ギャラリーや「やったね！秋まつ

り」で展示した。また、11 月にはコロナ禍前に行っていた日帰りレクリエーションを再開し、利

用者支援の充実を図った。 

① 年間利用状況

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日当たり 利用率 

253 日 35 名 36 名 6,275 名 24.8 人 70.9％ 

② 利用者の障害支援区分 （人） 

③ 職種別職員数（令和 4 年 4 月） （人） 

④ 生産活動事業収支 （円） 

工賃支払状況 令和 5 年度 令和 6 年度 前年度比 

総支給額 1,030,355 934,345 90.7％ 

1 人当たりの  平均支給月額 2,453 3,135 128.0％ 

⑤ 事故・苦情

 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

0 １ 0 3 25 7 36 

区分 管理者 ｻｰﾋﾞｽ管理責任者 生活支援員 看護師 嘱託医 

配置人数 1 1 13 1 1 

常勤換算 0.4 1.0 9.5 0.2 — 

令和６年度 収入 支出 収支差額 

受託事業 1,494,774 331,411 1,163,363 

清掃事業 102,250 5,460 96,790 

自主製品 11,950 6,790 5,160 

その他（販売他） 14,800 550 14,250 

就労預金利息 2,244 2,244 

工賃 934,345 ▲934,345

合  計 1,626,018 1,278,856 347,462 

利用者にかかる事故 感染症 0 件 

運転事故 物損事故 ５件 人身事故 0 件 

苦情 ０件 

大
型
絵
画
制
作 
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帰
り
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ク
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ー
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ョ
ン



１

令和６年度事業報告概要 京都市やましな学園（就労継続 B 型事業） 

本年度より新規施設外作業である特別養護老人ホーム同和園内での『給食運搬等業務』が本格的な

スタートを切った。利用者それぞれに丁寧に作業をレクチャーし、順調に従事者数を増すことが出

来た。１年経過した現在ではシフトも確立し作業が進行できている。

新しい作業が成功した陰には、既存の作業を安定して進行してくれていた利用者がいることを忘れ

てはならない。毎日の終礼時に 1 日を皆で振り返りながら、互いを労い、今年度もよりチームワー

クを高められた年となった。

① 年間利用状況

利用者の障害支援区分  （人） 

未判定 区分１ 区分 2 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

４ 0 １ ４ ９ ４ 0 

② 職種別職員数  （人） 

区分 管理者 
ｻｰﾋﾞｽ管理責

任者 
職業支援員 生活支援員 

目標工賃達

成指導員
嘱託医 

配置人数 1 ２ 4 1 1 1 

常勤換算 0.2 1.1 2.5 1 1 － 

③ 生産活動事業収支 （円） 

令和 6 年度 収入 支出 収支差額 

受託事業 2,080,637 876,765 1,203,872 

清掃・給食等運搬事業 277,928 248,767 2,530,513 

朝市 1,506,753 1,473,409 33,344 

やきいも 655,530 255,915 399,615 

アイス 21,000 15,880 5120 

工賃両替手数料 9,350 ▲9,350

就労預金利息 3,209 3,209 

工賃 4,151,515 ▲4,151,515

合計 7,046,409 7,031,601 14,808 

④ 工賃支払状況 （円） 

工賃支払状況 令和 5 年度 令和６年度 前年度比 

総支給額 4,366,315 4,151,515 95.0% 

工賃支払対象者延べ人数 278 26６ 95.7% 

1 人当たりの 支給月額 18,037 18,050 100.0% 

⑤ 事故・苦情

利用者に係る事故 1 件 車両事故１件 物損／人身事故 ０件 苦情０件 

事業日数 定 員 在籍人数 実利用人数 1 日当たり 利用率 

254 日 20 人 2２人 4,915 人 19.2 人 96.3％ 



令和６年度事業報告 京都市だいご学園 

（多機能型 就労移行支援事業・就労継続支援B 型事業） 

◆事業概要

本年度は移行支援に1 名、B 型事業に1 名の新卒者を迎え入れ、合計44 名で新年度をスタートした。期中

には、移行支援から2 名が就職し、2 名が自己都合により退所した。B 型事業からも自己都合により2 名が退

所した。一方で、移行支援では期中に新たに2 名を受け入れることができたが、退所者が多かったこともあり、

通所率は伸び悩む一年となった。また、就職先のリニューアル工事に伴い、B 型事業では1 名を1 カ月限定の

一時利用という形で受け入れを行った。

生産活動では、受託作業の単価見直しや新規取引先の開拓に挑み、昨年度に引き続き、活気あふれる一年と

なった。忙しい日々の中でも、利用者一人ひとりが真剣に生産活動に向き合った結果が実を結び、年度末には過

去にないほどの賞与を支給することができた。努力が確かな成果へと繋がった一年であり、令和 6 年度の平均

工賃月額は25,381 円に到達した。一人ひとりの努力と成長を胸に、今後もまずは維持すること、そしてより

高みを目指して注力していきたい。 

製菓・製パン事業では、周年記念のOEM 商品の制作や製造ロスを活用したリメイク商品の開発により、売上

向上に繋げた。直接販売では、利用者の家族からの紹介により新たな販売先を開拓し、前年度比 119％と好調

を維持した。さらに、閑散期を活用して、利用者一人ひとりが新たな挑戦に取り組む時間を設け、活躍の場の創

出にも努めた。 

受託事業においては、既存の5 社に加え、新たに1 社との取引を開始し、安定した作業量を確保した。特に

新規受託作業は、より多くの利用者が関わることができる内容であり、作業へのモチベーション向上にも繋げる

ことができた。 

施設外就労に関しては、地域住民や取引先とのトラブル防止に努めながら、大きな問題なく活動を継続でき

たこともあり、今年度も引き続き全ての作業を受託し、取引先との良好な関係を維持することが出来ている。作

業単価の見直しについても粘り強く交渉したことにより売上増加にも繋げることができた。また、天候に左右さ

れやすい業務先では、夏季は熱中症対策、冬季は風邪や感染症対策を徹底し、利用者の体調面にも気遣いながら

作業を行った。 

喫茶事業「ふらっと」では、常連客をはじめ、地域福祉施設の関係者や学園 OB など、幅広い層に利用され

た。新規の利用者も増加し、「知り合いに聞いて来た」「通り道で見かけて気になっていた」といった声も多く聞

かれ、地域での認知度が着実に高まった。今後もお客様に「ふらっと」を認知してもらい、行ってみたいと思っ

て貰えるような来店促進を行っていきたい。利用者には多様な作業に従事してもらい、モチベーションの向上や

個々の成長を実感できる一年となった。 

地域公益活動としては、「だいご公園体操」や「ふらっと相談Café」の継続開催に加え、東支援による豆皿、

呉竹支援による巾着・小物の委託販売を実施し、在校生や卒業生の保護者、関係者への認知度向上にも寄与した。

さらに、8 月には「みんなでつくってあそぼう」、12 月には「寄席de スマホ活用講座」を実施し、地域交流の

拠点としての役割を果たした。また、地域の小中学校育成学級からの見学や実習も積極的に受け入れ、ふらっと

を通じて地域とのつながりを一層深めた。 

学園における就労ニーズの高まりを受け、9 月から1 月までの生産活動が集中する期間には、毎月1 日ずつ

休日開所日を設けた。これにより、通常の余暇支援には参加しない利用者も出勤できる機会を設け、出荷や出向

販売が集中する繁忙期にも柔軟に対応した。余暇支援については、主に2 月から7 月の閑散期に実施し、作業

を希望する方、余暇活動を希望する方、それぞれのニーズに応えた。また、コロナ禍より中止していた日帰り旅

行を今年度から再開し、31 名の参加者が集まるなど、働く仲間と楽しい時間を共有したいというニーズの高さ

を改めて実感した。次年度以降も、既存の枠にとらわれず、より柔軟な余暇支援の運営を目指していく。 

◆事業実績

①年間利用状況

（就労移行支援事業）

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日あたり 利用率 

254 日 6 名 7 人 755 人 3 人 49.5％ 



（就労継続支援B 型事業） 

②職種別職員数 

（就労移行支援事業） 

管理者 
サービス 

管理責任者 
生活支援員 職業指導員 就労支援員 嘱託医 計 

常勤職員 1(サビ管兼務) １(管理者兼務) 1 1 4 

非常勤職員 2 1 1 4 

（就労継続支援B 型事業） 

管理者 
サービス 

管理責任者 
生活支援員 職業指導員 

目標工賃 

達成指導員 
嘱託医 計 

常勤職員 1(サビ管兼務) １(管理者兼務) 3 3 １ 9 

非常勤職員 4 1 1 6 

③就労事業収支 

令和6 年度 収入 必要経費 工賃 収支差額 

製菓・製パン事業 

(喫茶・売店含む) 
28,447,341 27,351,859 7,455,856 1,095,482 

受託事業 
(下請・施設外就労含む） 

5,547,981 5,770,751 2,628,909 -222,770

合計 33,995,322 33,122,610 10,084,765 872,712 

④工賃支払状況 ※平均工賃・・・(❶÷(❷÷❸)÷❹)より算出

就労移行支援事業 就労継続支援B 型事業 

❶支払総額 764,943 9,319,822 

❷延人数 672 8,124 

❸年間開所日数(工賃支給対象日) 249 266 

❷÷❸平均利用者数 2.7 30.6 

❹年間開所月数 12 12 

1 カ月平均支給額 23,609 25,381 

⑤就職者数 

一般企業等 就労継続支援A 型事業 

就労移行支援事業 2 名 0 名 

就労継続支援B 型事業 0 名 0 名 

⑥事故・苦情 

事故 物損事故 0 件 人身事故 0 件 

苦情 な  し 

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日あたり 利用率 

271 日 34 名 40 人 8,223 人 30.4 人 89.2％ 



令和６年度事業報告 

デイスポット楽（生活介護事業） 

【 概 要 】 

今年度からからの外出については 1 日外出を復活して草津イオンモールへ、ミニドライブは季節に合わ

せた場所を利用者会議で決めて出かけた。館内行事では 5 月、大正琴イベント。7 月、かき氷作り。10

月、ハロウィンかぼちゃ作り。12 月、モルック大会。2 月、ねこフック作りなど 2 か月に 1 回、曜日を

変えながら計 5 回の行事を行った。 

＜大正事イベント＞ ＜ハンドエステ＞ ＜1 日外出＞ 

通常の活動では、歩行や階段昇降、ストレッチやマッサージなど個別で行う機能訓練、カードゲームや

ボッチャ、モルック、体操プログラム、ソフトエアロなどのグループ活動や園芸、貼り絵、折り紙などの

個別活動に加え、季節に合わせた壁面画作成や行事に伴う創作、映画鑑賞、ｉｐａｄ、園芸活動を行っ

た。個々の適性に応じたプログラムの提供に努めた。また、施設内で月２回、散髪・美容カットの提供を

行い、家庭での入浴が困難な利用者に対して、入浴の機会を提供するなど生活の質の向上に努めた。入浴

回数についても職員体制を整え、見直しを行いながら、少しでも多くの利用者が入浴できるよう検討し、

利用回数を増やし、他事業所の入浴サービスとの実施間隔の調整を行うなどサービスの向上を図った。 

＜クリスマス会＞ ＜園芸活動＞ ＜モルック＞ 

 ３名の保育実習生を受け入れ、次世代に福祉を担う職員の育成に努めた。 

地域交流では陵ヶ岡児童館の児童と交流を持つことで地域との関わりを深める機会を設けることが出来た。 

また、２名ボランティアの受け入れ行い、福祉施設への関心を深めることを担った。 

 令和７年度はこれまで取り組んできた支援や活動と新たに取り組む支援や活動をより充実させ、利用者との信 

頼関係を深め、サービス向上の実現と、安定した運営が行えるよう努めて行っていきたい。 

【年間利用状況】 

事業日 定員 在籍者数 実利用者数 １日当たり 利用率 

267 日 20 名 29 名 4045 名 15.1 名 75.6％ 

【利用者の障害支援区分】 

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 計 

0 名 ０名 ０名 １名 ４名 2４名 29 名 

【職種別職員数】 

区別 管理者 サービス管理責任者 生活支援員 看護師 嘱託医 

常勤職員 １名 １名 ５名 １名 

非常勤職員 ８名 １名 １名 

【事故・苦情】 

利用者に関わる物 ０件（事故０件、苦情０件）  車両事故 １件 （物損１件、人身０件） 



令和６年度 事業報告 生活サポートセンター『ほっと』 

（居宅介護・行動援護・重度訪問介護・同行援護・移動支援事業） 

１．事業内容 

令和 6 年度の生活サポートセンター『ほっと』は、正規職員 6 名の内、所長を始め正職員 1 名の入れ替

わりがあったが、在職職員の負担は無く業務を遂行できた。異動してきた職員もヘルパー事業所での経験が

ないゼロからのスタートであり、派遣を通じて利用者やご家族との人間関係を築くことから始めなければ

ならなかったが、本人の努力と他職員の協力により乗り切ることができた。 

令和６年度の重点目標であげた、ヘルパーの人員確保・定着について、課題となっているは、「慢性的な

ヘルパー不足」である。積極的にヘルパーの募集を図りつつ、他施設の職員にも休日に協力してもらってい

るが、登録ヘルパーの平均年齢が 66 歳となり、ヘルパーの高齢化が危機的状況となっている。人員は激減

していないが、既存のヘルパーの高齢化により、派遣時間や支援内容の制限がある為、新規利用者の受入れ

が年々困難になっている。グループホーム入居者の身体状況の変化等により、朝夕ヘルパー二人体制が必要

になってきたが、現在男性寮は朝のみ、女性寮は朝と夕方週３回のみ二人体制になった。人員が確保出来れ

ば、365 日朝夕共に二人体制を実現し、懇切丁寧な支援が出来るようにしたいが、応募者がなかなか来な

いのが現状である。 

また、職員・ヘルパーのスキルアップに向けた取り組みとしては、今年度のヘルパー内部研修は１回実施

しており、研修会では 28 名のヘルパーやグループホーム世話人の参加があった。研修内容は、「虐待防止

研修」・「感染症対策研修」・「災害対策研修」の伝達研修を行った。障害者虐待に関しての再確認や手指消毒

の重要性、災害時での初動対応等を伝達し、虐待防止研修では 5 つのグループに分かれて、不適切な支援

が起こった時の対応について考える為の演習を実施し、時間が足りないぐらいに活発な意見が出され有意

義な研修会となった。 

 障がいのある方が、身近な場所である地域で充実した生活を送るためには、ヘルパーの役割は必要不可欠

であり、利用者ニーズに対して適切なサービスが提供できるように、また各ヘルパーの資質向上を図るため

研修会の内容を充実していこうと考える。 

 居宅介護サービスの存続を脅かす要因は、深刻化する介護人材不足が問題となっている。サービスの持続

可能性を高める現在の取り組みは、リフトチェアを導入し、外国人スタッフを２名採用した。令和７年度の

更なる取り組みとして、介護職の魅力向上に向けて各種研修の開催、外部研修受講、介護の仕事の魅力発信

など、介護職のキャリアパス構築を展開していきたい。 

２．派遣状況 

介護給付費 地域生活支援事業 計 

年間 

（事業収入） 

6,250 件 10,300 時間 

（54,133 千円） 

824 件 4,010 時間 

（9,187 千円） 

7,074 件 14,310 時間 

（63,320 千円） 

3．職員体制 

管理者（兼務） サービス提供責任者 常勤ヘルパー（兼務） 事務員（兼務） 登録ヘルパー 

1 名 ４名 １名 1 名 36 名 

4．事故・苦情件数 

事故 ヘルパー派遣時：２件 車両：0 件（物損） 

苦情 ０件 



令和６年度 事業報告 生活サポートセンター『ほっと』 

（共生型訪問介護） 

１．事業内容 

  令和５年度、共生型訪問介護の指定申請を行う準備を進め、同年指定を受けることができた。

これにより、６５歳を超え、介護保険対象となった要介護利用者に対しても、これまでと同様に

当事業所で継続して支援を行うことが可能となった。 

  登録利用者は併設グループホームの入居者１名。事業所やヘルパーの変更などの混乱も起こる

ことなく現在手厚い支援を継続できている。 

  今後、当事業所の利用者が６５歳を超え、介護保険対象の要介護利用者となった際に、事業所

を変更することなく、これまで通りの支援と関りを継続することができるよう、共生型訪問介護

で受け入れを進めていく、またさらに、新規利用者の受入れについても受け入れすることができ

るよう体制を整え、幅広く事業を展開することができるようにしていきたい。 

２．派遣状況 

共生型訪問介護 

年間 

（事業収入） 

183 件 365 時間 

（931 千円） 

3．職員体制 

管理者（兼務） サービス提供責任者 常勤ヘルパー（兼務） 事務員（兼務） 登録ヘルパー 

1 名 3 名 １名 1 名 ４名 

4．事故・苦情件数 

事故 ヘルパー派遣時：0 件 車両：0 件（物損） 

苦情 ０件 



令和６年度事業報告 共同ホーム あんど 

（共同生活援助（介護サービス包括型） 

① 事業内容

グループホームでは計２回コロナ感染者が発生したが（いずれも入居者）、前年度の経験を踏まえ、各

利用者の居室待機や支援内容の縮小を実施し、世話人やヘルパーは徹底した感染予防対策を行うことで、

従事者に拡大することなく収束した。感染者の容体も発症翌日には熱が下がる等比較的軽度であった。 

 令和６年度よりあんど内イベントを再開し、年３回食事会やクリスマス会などを実施することができ

た。久しぶりのイベントで入居者もとても楽しんで参加されている姿が印象的だった。 

令和７年度より共同生活援助における支援の質の確保を図る観点からの、地域連携推進会議の開催が義

務付けられる。利用者及びその家族、地域住民の代表者、共同生活援助について知見を有するもの並び

に市町村の担当者等、地域からの幅広い参加が得られるよう努め、取り組んでいきたい。 

② 職員会議・研修

世話人会議５回、スタッフ会議４回

虐待防止研修…参加者 17 名

強度行動障害支援者養成研修…参加者 1 名

③健康診断

利用者（通所先で実施）、職員全員に実施。

④消火・避難訓練

年 2 回、消防署と協力し、消火・避難訓練を実施。

⑤利用者の障害支援区分

性別 区分４ 区分５ 区分 6 

男性 0 人 3 人 1 人 

女性 2 人 2 人 

⑥職員体制

職 種 常勤 非常勤 

管理者（兼務） 1 人 

サービス管理責任者 1 人 

世話人・生活支援員 1２人 

夜間支援員 1１人 

⑦利用状況

開所日数 延利用者数 平均利用者数 

R６.4 月～Ｒ７.3 月 36５日 2,8６０人 7.8 人 

⑧事故、苦情

事故 0 件 

苦情 0 件 



令和６度事業報告 共同ホーム あんど（短期入所） 

（短期入所事業（空床型）） 

① 事業内容

令和６年度の短期入所事業（ショートステイ）は、新型コロナウイルス感染症の５類感染症への移行から２年

経過し、安定したご利用がコロナ渦前に戻りつつある。 

 短期入所の利用件数は、男女合わせ２７７件（月平均２３件）。利用人数は、男女合わせて１０１人（月平均

８．４人）となっており、複数回の利用が増えている。 

 ６年度の重点項目でもあったマニュアル作成とサービスの標準化を引き続き図りながら、新規利用者の受け入

れや、継続利用者の増加に努めていきたい。 

また、生活サポートセンター『ほっと』がバックアップ施設として機能し、短期入所事業が円滑に進むよう連

携を図っていきたい。さらに適切な利用者支援が出来るよう短期入所従事者の介助技術を向上させ、個々の障が

い特性に合った支援が出来るよう取り組みたい。 

② 年間利用状況

＜月別利用状況＞ （人）   ＜実利用者数＞ （人） 

③ 職種別職員数 ④ 事故、苦情

令和６年度 

男性寮 女性寮 計 

４月 ２２ ９ ３１ 

５月 １２ １１ ２３ 

６月 ２４ １１ ３５ 

７月 １８ １３ ３１ 

８月 １２ ５ １７ 

９月 １４ ６ ２０ 

10 月 １６ ６ ２２ 

11 月 １６ １１ ２７ 

12 月 １５ ５ ２０ 

1 月 １４ ６ ２０ 

2 月 １２ ５ １７ 

3 月 １１ ３ １４ 

１８６ ９１ ２７７ 

令和６年度 

男性寮 女性寮 計 

４月 ７ ４ １１ 

５月 ４ ５ ９ 

６月 ７ ５ １２ 

７月 ６ ５ １１ 

８月 ４ ２ ６ 

９月 ５ ３ ８ 

10 月 ４ ３ ７ 

11 月 ６ ５ １１ 

12 月 ３ ３ ６ 

1 月  ５ ３  ８ 

2 月 ５ ２ ７ 

3 月 ３ ２ ５ 

５９ ４２ １０１ 

職 種 非常勤 

管理者（兼務） 1 人 

世話人・生活支援員 

夜間支援従事者（兼務） 

１２人 

事故 0 件 

苦情 0 件 



令和６年度事業報告 

放課後等デイサービス すてーじ 

☆事業概要

開所して８年目の令和６年度は、２名の新規利用者を迎え入れ、登録者数は２７名でスタートした。在

籍利用者の利用日の追加希望にも対応し、全ての曜日で定員を越えて受け入れ、通所率確保に努めた。し

かし医療的ケアが必要な利用者の入院や、体調不良、家庭都合での欠席があり、平均利用率は９５．８％

だった。（令和５年の利用率は９６．１％） 

令和６年度末は高等部卒業等のため２名退所されたが、来年度１名の新規利用者を迎え入れる予定にな

っている。 

令和６年度の重点項目に上げていた、①非常災害時の BCP（事業継続計画）は策定できており、防災備

蓄品等の整備等についてもできている。 

②ホームページや Instagram、Facebook を使って日々の活動の様子を積極的に発信しているととも

に、京都市東部障害者地域自立支援協議会主催の『子ども放課後フェア２０２４』や『地域懇談会』に施

設ブースを出展し広報、周知活動を行った。 

③今年度は大きな報酬改定があり、利用時間での区分が設定された他、延長加算や送迎加算などが見直

された。算定できる加算は取得したが、令和５年度に取得していた加算が人員配置の都合により算定でき

なくなり、前年度実績より大きく下回る結果になった。 

④新型コロナウイルス感染症等発生時の BCP（事業継続計画）を策定した他、感染症対策の研修を行

い、感染症発生時にも通常通り事業を運営・継続できる体制作りを行った。 

☆主なプログラム

創作・室内レクリエーション・スヌーズレン・屋上遊び・クッキング・外出・フィジカルケア 

☆年間利用状況

事業日数 定員 在籍人数 利用延べ人数 平均利用者数 利用率 

２９２日 １０人 ２７人 ２８０１人 ９．５人 ９５．８％ 

☆利用者の内訳

小学生（低学年） 小学生（高学年） 中学生 高校生 合計 

男 ２人 ３人 ４人 ４人 １３人 

女 ４人 ４人 ５人 １人 １４人 

合計 ６人 ７人 ９人 ５人 ２７人 

☆職種別職員数

職種 管理者 児童発達支援管理責任者 児童指導員 指導員 保育士 看護師 

常勤 １ 名 （ 兼 務 ） １名 １名 １名 １名 

非常勤 ４名 1 名 ４名 

☆事故・苦情

・利用者に関わる事故１件 ・車両事故 物損事故２件、人身事故０件 ・苦情 なし

＜創作＞ ＜室内ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ＞ ＜クッキング＞ ＜屋上遊び＞ 



令和６年度事業報告 

京都市うずまさ学園（就労継続支援 B 型・生活介護事業） 

１．総括 

当法人が指定管理者となり、2 年目の運営。前年度に開始した送迎へのニーズが高く、4 月開始

時には新たに就労継続支援 B 型に 2 名、生活介護に 6 名、計８名の利用者が増え、就労継続支援 B

型定員 30 名に対し 31 名、生活介護定員 30 名に対し 34 名の合計 65 名の在籍でスタートとな

った。年度途中には就労継続支援 B 型から３名、生活介護から 1 名の利用者減はあったが、見学や

体験実習の積極的な受け入れに伴い、年度途中に就労継続支援 B 型に２名、生活介護に４名の新規

利用者獲得に繋がった。 

利用者の増加に伴い、作業スペースや作業量、工賃の確保・向上が課題として挙げられる中、既存

取引先からの新しい作業の受託や、新たな取引先の確保を行った。 

製菓・製パン事業では積極的な営業の結果、販路拡大に繋がり、年間売り上げが 1,000 万円を超

え、前年度のおおよそ 2 倍となったのは大きな成果と言える。 

また、9 月からは、嵐山近辺にある民泊清掃の業務委託を開始し、前年度から開始した館内清掃

の成果を発揮できる場として、そして施設内よりも高工賃が得られる場として位置づけ、毎月定期

的な依頼がある中、特に 10 月、11 月、3 月の行楽シーズンはほぼ毎日現地に出向き、利用者が意

欲的に就業に携われる機会となっている。 

『働く』『経験する』『健康』の３軸を日々の支援に反映させていく中で、作業のみに重点を置くの

ではなく、経験や健康にも目を向け、1 月からは新たにミュージック・ケアプログラムを実施、ま

た、昨年度実施できなかった日帰り行事も各班単位で 4 回に分かれて実施した。隣接する京都市右

京区中央老人福祉センターと協同で交流会も開催し、双方が年齢や障がいの枠を超え、ゲームや運

動を通して交流する貴重な機会となった。 

日中支援以外にも自立支援協議会を含め様々な事業所、ネットワークの取り組みに積極的に職員

の参加を促し、各研修や交流事業の拠点として当該事業所の食堂を開放し、地域における福祉施設

の１つとしての認知を広める活動を行った。 

２．年間利用状況 

①就労継続支援 B 型

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日あたり 利用率 就職者数 

249 日 30 名 31 名 5,964 名 23.9 名 80.2% 0 

②生活介護

事業日数 定員 在籍人数 実利用人数 1 日あたり 利用率 就職者数 

249 日 30 名 36 名 6,872 名 27.5 名 92.0% 0 

3．生産活動事業収支 

令和６年度 収入 工賃支払総額 平均工賃月額 

受託事業 16,001,851 円 5,127,252 円 8,288 円 



4．職種別職員数 

施設長 
サービス

管理責任者 

支援員 

（常勤換算） 
看護師 嘱託医 

常勤職員 1（兼） 2 6(5.8) 1 

非常勤職員 16（11.2） 1 

5．事故・苦情 

事故 車両事故：4 件  事業事故：10 件 

苦情 1 件 

6．利用者の障害支援区分 

就労継続支援 B 型 

なし 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 平均区分 

13 名 5 名 9 名 3 名 0 名 0 名 2.9 

生活介護 

なし 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 平均区分 

0 名 0 名 １名 16 名 14 名 7 名 4.7 



令和６年度事業報告 
京都市太秦障害者デイサービスセンター（生活介護事業） 

１．総括 
 令和６年度は支援学校を卒業された利⽤者の利⽤開始もあって契約者数 25 名でスタート。年度途中には利⽤者
逝去で１名の減であったが、他事業所を併⽤利⽤されている利⽤者の通所日数を増やしたり支援センターと連携し、
他県より家族の介護で一時的に帰京されている利⽤希望者の受け入れを⾏う等、地域のニーズに則した柔軟な受け
入れを⾏い、安定的な事業運営に必要な対策に取り組んだ。 

日中支援では個別性に重きを置いたプログラムを実施、個々のニーズ、障害特性に個別支援、個別活動に取り組み、
成果物の展示や「とっておきの芸術祭」への出品、身体機能維持訓練や日常生活動作の取り組みを活動中に⾏い、
充実を図った。今年度も外出⾏事、京都知的障害者福祉施設協議会主催の「コンサートの集い」への参加、外部講
師を招いてのワークショップ、介護等体験実習の受け入れなど、集団活動による生活の質の向上にも取り組みを続け、
休日開所（夏祭り、音楽のとびら定期演奏会＠右京ふれあい⽂化会館、利⽤者の「二十歳を祝う会」）を 3 ヶ月に
⼀度の頻度で開催した。 
利⽤者と家族の高齢化等による在宅での生活に不安を抱える方に対しての支援について取り組み、住み慣れた地

域で太秦デイサービスの利⽤継続が出来る、生活基盤の構築、社会資源の開発、サービスの利⽤⽀援にも引き続き
取り組んでいる。 

また障害の重度化や本人と家族の高齢化が進み、本人と家族の次のステージに不安を感じておられる方が多く、その
不安や悩みのニーズに応えられる様、⻄部⾃⽴⽀援協議会、「暮らしの場部会」の事務局として参加し、積極的な情
報収集と地域のグループホームやシェアハウス等の動静を探り、利⽤者の 
ニーズに寄り添う支援が出来る準備を⾏っている。
日中支援以外にも⾃⽴⽀援協議会の活動や障害者の就労や生活を

支援する事業所、授産施設、デイサービスセンター、交流サロン等の施設 
や事業所で構成しているネットワーク、U ネットの取り組みに積極的に職員 
の参加を促し、各研修や交流事業の拠点として当該事業所の食堂を開放、 
地域で福祉施設の拠点の１つとしての認知を広める活動を⾏った。 
２．年間利⽤状況 

事業日数 定員 在籍人数 実利⽤⼈数 1 日あたり 利⽤率 
246 日 20 名 24 名 4,９１３名 1９.９名 9９.９% 

3．職種別職員数 

施設⻑ サービス管理責任者 生活支援員 看護師 嘱託医 

常勤職員 1（兼） １ ７ 
非常勤職員 1０ 1（兼） 1 

４．事故・苦情 
事故・苦情 ・⾞両物損事故：１件  ・人身事故：０件  ・苦情： 0 件

５．利⽤者の障害支援区分 
区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 平均区分 
０名 １名 １１名 １３名 ５.５ 



社会福祉法人　京都障害者福祉センター

現況報告書（令和7年4月1日現在） 別紙１

１．法人基本情報

(1)都道府県区分 (2)市町村区分 (3)所轄庁区分 (4)法人番号 (5)法人区分 (6)活動状況

(7)法人の名称
(8)主たる事務所の住所
(9)主たる事務所の電話番号 (10)主たる事務所のＦＡＸ番号 (11)従たる事務所の有無
(12)従たる事務所の住所
(13)法人のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ
(15)法人の設立認可年月日 (16)法人の設立登記年月日

２．当該会計年度の初日における評議員の状況

(1)評議員の定員 (2)評議員の現員 (3-6)評議員全員の報酬等の総額(前会計年度実績)（円）

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

３．当該会計年度の初日における理事の状況

(1)理事の定員 (2)理事の現員 (3-12)理事全員の報酬等の総額(前会計年度実績)（円）

～

～

～

～

～

～

４．当該会計年度の初日における監事の状況

(1)監事の定員 (2)監事の現員 (3-6)監事全員の報酬等の総額(前会計年度実績)（円）

～

～

５．前会計年度・当該会計年度における会計監査人の状況

６．当該会計年度の初日における職員の状況

(1)法人本部職員の人数
①常勤専従者の実数 ➁常勤兼務者の実数 ③非常勤者の実数

常勤換算数 常勤換算数
(2)施設・事業所職員の人数
①常勤専従者の実数 ➁常勤兼務者の実数 ③非常勤者の実数

常勤換算数 常勤換算数

７．前会計年度に実施した評議員会の状況

26 京都府 100 京都市 26100 5130005004482 01 一般法人 01 運営中

社会福祉法人　京都障害者福祉センター
京都府 京都市 南区 祥院西定成町35番地
075-691-4101 075-691-4102 2 無

(3-1)評議員の氏名 (3-3)評議員の任期 (3-4)評議員の所
轄庁からの再就職
状況

(3-5）他の社会福祉法人の評
議員・役員・職員との兼務状況

(3-7)前会計年度における評
議員会への出席回数(3-2)評議員の職業

http://www.kyofc.or.jp/ (14)法人のﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ k-fukusi@kyofc.or.jp
昭和59年3月31日 昭和59年5月31日

7名以上10名以内 10 230,000

元法人施設長

淺野　義孝 R5.7.28 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 2 無 1 有 2元京都市保健福祉局長

令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 2 無 1 有 1学校法人和順学園理事長

大河内　清子 R3.6.17 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 2 無 1 有 2NPO法人　わくわく　理事長

大江　正照 R3.6.17 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 2 無 1 有 1京都市肢体障害者協会理事長

中川　慶子 R3.6.17 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 2 無 2 無 2伏見区板橋学区社会福祉協議会副会長

白簱　文雄 R3.6.17

前田　ハル子 R3.6.17 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 2 無 2 無 2医師

髙橋 肇子 R3.6.17 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 2 無 1 有 1伏見区社会福祉協議会副会長

高屋宏章 R3.6.17 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 2 無 1 有 2京都市社会福祉協議会会長

井上　直樹 R3.6.17 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 2 無 1 有 0公益社団法人 京都市保育園連盟副理事長

久保田 惠美子 R3.6.17 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 2 無 2 無 2

1 有
R6.6.20 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 1 社会福祉事業の経営に関する識見を有する者 2 無 3 職員給与のみ支給 7西窪　一 2 業務執行理事 1 常勤 令和6年6月20日 法人本部長

2 無
R5.6.22 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 1 社会福祉事業の経営に関する識見を有する者 2 無 2 理事報酬のみ支給 7前田　文男 1 理事長 令和1年6月20日 2 非常勤 令和5年6月22日 法人理事長

(3-7)理事の
所轄庁からの
再就職状況

(3-8)理事の任期 (3-9)理事要件の区分別該当状況

(3-10)各理
事と親族等特
殊関係にある
者の有無

(3-11)理事報酬等の支給形態

(3-13)前会
計年度におけ
る理事会への
出席回数

６名以上９名以下 6 2 特例無

(3-1)理事の氏名

(3-2)理事の役職(注) (3-3)理事長への就任
年月日

(3-4)理事の
常勤・非常勤

(3-5)理事選任の評議
員会議決年月日 (3-6)理事の職業

39,976,388

2 無
R5.6.22 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 3 施設の管理者 2 無 3 職員給与のみ支給 7竹内　竜也 3 その他理事 1 常勤 令和5年6月22日 法人センター長

2 無
R5.6.22 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 2 事業区域における福祉に関する実情に通じている者 2 無 3 職員給与のみ支給 7酒伊　良行 3 その他理事 1 常勤 令和5年6月22日 法人センター長

1 有
R5.6.22 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 1 社会福祉事業の経営に関する識見を有する者 2 無 3 職員給与のみ支給 7真下　清 3 その他理事 1 常勤 令和5年6月22日 法人事務局長

2 無
R5.6.22 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 3 施設の管理者 2 無 2 理事報酬のみ支給 7髙橋　憲二 3 その他理事 1 常勤 令和5年6月22日 法人センター長

5 財務管理に識見を有する者（税理士） 7

(3-3)監事選任の評議
員会議決年月日

(3-4)監事の任期 (3-5)監事要件の区分別該当状況
(3-7)前会計年度にお
ける理事会への出席回
数

永野　義典 税理士 2 無 令和5年6月22日
R5.6.22 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで

2名 2 240,000

(3-1)監事の氏名

(3-2)①監事の職業 (3-2)②監事の所轄庁からの再就職状況

(注)「(3-2)理事の役職」のうち、「理事長」とは、社会福祉法45条の13第3項で規定する理事長(会長等の他の役職名を使用している法人がある。)である。
　　　「業務執行理事」とは、社会福祉法45条の16第2項第2号で規定する業務執行理事(常務理事等の他の役職名を使用している法人がある。)である。

瀧本　章 元社会福祉法人ライトハウス理事長 2 無 令和6年6月20日
R6.6.20 令和６年度会計に関する定時評議員会の終結の時まで 3 社会福祉事業に識見を有する者（その他） 7

(1-1)前会計年度の会計監査人の氏名（監査法人の場合は監査法人名）
(1-2)前会計年度
の会計監査人の監
査報酬額（円）

(1-3)前年度
決算にかかる
定時評議員
会への出席の
有無

(2-1)当該会計年度の会計監査人の氏名（監査法人の場合は監査法人名）

(2-2)当該会計年
度の会計監査人の
監査報酬額
（円）

11 1 3

(1)評議員会ごとの評議
員会開催年月日

(2)評議員会ごとの評議員・理事・監
事・会計監査人別の出席者数 (3)評議員会ごとの決議事項

評議員 理事 監事 会計監査人

0.8 0.8

164 11 195
10.2 102.9
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社会福祉法人　京都障害者福祉センター

現況報告書（令和7年4月1日現在） 別紙１

(4)うち開催を省略した回数

８．前会計年度に実施した理事会の状況

(4)うち開催を省略した回数

９．前会計年度に実施した監事監査の状況

(1)監事監査を実施した監事の氏名

(2)監査報告により求められた改善すべき事項

(3)監査報告により求められた改善すべき
　　　事項に対する対応

１０．前会計年度に実施した会計監査(会計監査人による監査に準ずる監査を含む)の状況

(1)会計監査人による会計監査報告における意見の区分

１１．前会計年度における事業等の概要　－　(1)社会福祉事業の実施状況

令和6年10月31日 8 6 2 0 1　基本財産の担保提供（京都いたはし学園土地）の承認について

令和6年6月20日 6 7 2 0

1　令和５年度決算について
2　理事の辞任に伴う理事の選任について
3　監事の辞任に伴う監事の選任について

令和6年4月25日 7 2 1　「京都いたはし学園」新築工事契約の締結について

令和6年6月5日 7 2

1　令和5年度第３次補正予算について
2　令和5年度決算について
3　令和5年度事業報告について
4　評議員の辞任に伴う評議員候補者の評議員選任・解任委員会への推薦について
5　理事の辞任に伴う理事候補者の評議員会への推薦について
6　監事の辞任に伴う監事候補者の評議員会への推薦について

0

(1)理事会ごとの理事会
開催年月日

(2)理事会ごとの理事・監事
別の出席者数 (3)理事会ごとの決議事項

理事 監事

令和7年3月18日 6 2

1　令和６年度第2次補正予算案について
2　令和７年度予算案について
3　令和７年度事業計画案について
4　規則等の一部改正について
5　夏季休暇の施行実施について
6　京都いたはし学園の「就労移行支援事業の廃止」及び「就労継続支援Ｂ型事業の定員増」について
7　施設長等の人事発令について　
8　役員等賠償責任保険の契約について

令和6年10月17日 6 2

1　基本財産の担保提供（京都いたはし学園土地）について
2　経理規程の一部改正（クレジットカード会社との取引）について
3　洛南身体障害者福祉会館館長の任免について
4　令和６年度第２回評議委員会の招集事項について
5　理事長及び常務理事の令和６度上半期職務執行状況報告について

令和6年12月19日 6 2 1　専決規程の一部改正について
2　経理規程の一部改正について

令和6年6月20日 6 2 1　常務理事の選定について
2　評議員選任・解任委員会委員の選任について

令和6年7月18日 6 2
1　令和6年度第１次補正予算について
2　規則等の一部改正（生活サポートセンター『くるり』の開設）について

0

市村　理一
永野　義典

なし

　ー

ウ　延べ床面積

イ　大規模修繕 （ア）－１修繕年月日
（１回目）

（ア）－２修繕年月日
（２回目）

（ア）－３修繕年月日
（３回目）

（ア）－４修繕年月日
（４回目）

（ア）－5修繕年月日
（５回目） （イ）修繕費合計額（円）

ア　建設費 （ア）建設年月日 （イ）自己資金額（円） （ウ）補助金額（円） （エ）借入金額（円） （オ）建設費合計額（円）

④事業所の土
地の保有状況

⑤事業所の建
物の保有状況

⑥事業所単位での事業開
始年月日

⑦事業所単
位での定員

⑧年間(4月～3
月）利用者延べ総
数（人／年）

⑨社会福祉施設等の建設等の状況（当該拠点区分における主たる事業（前年度の年間収益が最も多い事業）に計上）

①-1拠点
区分コード
分類

①-2拠点
区分名称

①-3事業類型コー
ド分類 ①-4実施事業名称 ➁事業所の名称

③事業所の所在地

210
京都市洛南
身体障害者
福祉会館

02140501 身体障害者福祉センター 洛南会館：会館事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町35 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

昭和61年4月1日 0 0
ア建設費 0100 法人本部

00000001 本部経理区分 法人本部
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町35 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

昭和55年7月1日 10 2,643
ア建設費 0210

京都市洛南
身体障害者
福祉会館

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） 洛南会館：生活介護事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町35 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 昭和45年4月9日 0 35,171
ア建設費 0
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社会福祉法人　京都障害者福祉センター

現況報告書（令和7年4月1日現在） 別紙１

福祉会館

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成27年10月1日 10 2,132
ア建設費 0210

京都市洛南
身体障害者
福祉会館

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 洛会Ｂ型：福祉事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町35 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

210
京都市洛南
身体障害者
福祉会館

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 洛会Ｂ型：その他事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町35 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

平成27年10月1日 10 2,132
ア建設費 0210

京都市洛南
身体障害者
福祉会館

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 洛会Ｂ型：受託事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町35 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

平成26年4月1日 0 22
ア建設費 0210

京都市洛南
身体障害者
福祉会館

02130303 計画相談支援 洛南会館：計画相談
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町35 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成27年10月1日 10 2,132
ア建設費 0

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 昭和45年4月9日 0 1,256
ア建設費 0210

京都市洛南
身体障害者
福祉会館

06321401 （公益）その他所轄庁が認めた事業 洛南会館：ＩＴ事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町35 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 昭和45年4月9日 0 26
ア建設費 0210

京都市洛南
身体障害者
福祉会館

02130403 移動支援事業 京都市重度身体障害者移動支援事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町35 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

平成27年10月1日 20 4,241
ア建設費 平成28年10月1日 183,626,371 183,626,371 477.870220

洛南障害者
デイサービス
センター｢あ
すなろ｣

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） あすなろ：生活介護事業
京都府 京都市南区 上鳥羽高畠町29 3 自己所有 3 自己所有

231

京都市中部
障害者地域
生活支援セ
ンター｢らくな

02130303 計画相談支援 らくなん：委託相談事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町２９番地２ 2 民間からの賃借等

イ大規模修繕

平成27年10月1日 0 14
ア建設費 0220

洛南障害者
デイサービス
センター｢あ
すなろ｣

02130303 計画相談支援 あすなろ：計画相談
京都府 京都市南区 上鳥羽高畠町29 3 自己所有 3 自己所有

平成25年4月1日 0 0
ア建設費 0231

京都市中部
障害者地域
生活支援セ
ンター｢らくな

02130203 地域移行支援 らくなん：地域移行支援事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町２９番地２ 2 民間からの賃借等 2 民間からの賃借等

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成13年1月4日 0 19,126
ア建設費 0

イ大規模修繕

2 民間からの賃借等 平成25年4月1日 0 0
ア建設費 0231

京都市中部
障害者地域
生活支援セ
ンター｢らくな

02130204 地域定着支援 らくなん：地域定着支援事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町２９番地２ 2 民間からの賃借等

イ大規模修繕

231

京都市中部
障害者地域
生活支援セ
ンター｢らくな

02130303 計画相談支援 らくなん：障害児相談事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町２９番地２ 2 民間からの賃借等

イ大規模修繕

平成24年4月1日 0 48
ア建設費 0231

京都市中部
障害者地域
生活支援セ
ンター｢らくな

02130303 計画相談支援 らくなん：計画相談支援事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町２９番地２ 2 民間からの賃借等 2 民間からの賃借等

令和6年4月1日 0 39
ア建設費 0231

京都市中部
障害者地域
生活支援セ
ンター｢らくな

06321401 （公益）その他所轄庁が認めた事業 らくなん：医療的ケア児ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町２９番地２ 2 民間からの賃借等 2 民間からの賃借等

イ大規模修繕

2 民間からの賃借等 平成27年4月1日 0 12
ア建設費 0

イ大規模修繕

2 民間からの賃借等 平成14年10月1日 0 22,403
ア建設費 0232

京都市東部
障害者地域
生活支援セ
ンター｢らくと

02130303 計画相談支援 らくとう：委託相談事業
京都府 京都市山科区 竹鼻外田町8・エスポワール京都101 2 民間からの賃借等

イ大規模修繕

232

京都市東部
障害者地域
生活支援セ
ンター｢らくと

02130204 地域定着支援 らくとう：地域定着支援事業
京都府 京都市山科区 竹鼻外田町8・エスポワール京都101 2 民間からの賃借等

イ大規模修繕

平成25年4月1日 0 0
ア建設費 0232

京都市東部
障害者地域
生活支援セ
ンター｢らくと

02130203 地域移行支援 らくとう：地域移行支援事業
京都府 京都市山科区 竹鼻外田町8・エスポワール京都101 2 民間からの賃借等 2 民間からの賃借等

平成24年4月1日 0 61
ア建設費 0232

京都市東部
障害者地域
生活支援セ
ンター｢らくと

02130303 計画相談支援 らくとう：計画相談支援事業
京都府 京都市山科区 竹鼻外田町8・エスポワール京都101 2 民間からの賃借等 2 民間からの賃借等

イ大規模修繕

2 民間からの賃借等 平成25年4月1日 0 0
ア建設費 0

イ大規模修繕

2 民間からの賃借等 平成27年4月1日 0 2
ア建設費 0232

京都市東部
障害者地域
生活支援セ
ンター｢らくと

02130303 計画相談支援 らくとう：障害児計画相談事業
京都府 京都市山科区 竹鼻外田町8・エスポワール京都101 2 民間からの賃借等

イ大規模修繕

240
京都市洛南
障害者授産
所

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 洛南授産：福祉事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町35 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

令和6年4月1日 0 42
ア建設費 0232

京都市東部
障害者地域
生活支援セ
ンター｢らくと

06321401 （公益）その他所轄庁が認めた事業 らくとう：医療的ケア児ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ事業
京都府 京都市山科区 竹鼻外田町8・エスポワール京都101 2 民間からの賃借等 2 民間からの賃借等

昭和59年9月10日 20 5,772
ア建設費 0240

京都市洛南
障害者授産
所

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 洛南授産：印刷事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町35 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 昭和59年9月10日 20 5,772
ア建設費 0

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 昭和59年9月10日 20 5,772
ア建設費 0240

京都市洛南
障害者授産
所

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 洛南授産：その他事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町35 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

250
生活サポー
トセンター『く
るり』

02130101 障害福祉サービス事業（居宅介護） くるり：居宅介護事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町２９番地２ 2 民間からの賃借等

イ大規模修繕

平成26年4月1日 0 28
ア建設費 0240

京都市洛南
障害者授産
所

02130303 計画相談支援 洛南授産：計画相談
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町35 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

令和6年4月1日 0 0
ア建設費 0250

生活サポー
トセンター『く
るり』

02130102 障害福祉サービス事業（重度訪問介護） くるり：重度訪問介護事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町２９番地２ 2 民間からの賃借等 2 民間からの賃借等

イ大規模修繕

2 民間からの賃借等 令和6年4月1日 0 345
ア建設費 0

生活サポー 02130103 障害福祉サービス事業（同行援護） くるり：同行援護事業
イ大規模修繕 3/9
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イ大規模修繕

2 民間からの賃借等 令和6年4月1日 0 0
ア建設費 0250

生活サポー
トセンター『く
るり』

京都府 京都市南区 吉祥院西定成町２９番地２ 2 民間からの賃借等

250
生活サポー
トセンター『く
るり』

02130403 移動支援事業 くるり：地域生活支援事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町２９番地２ 2 民間からの賃借等

イ大規模修繕

令和6年4月1日 0 0
ア建設費 0250

生活サポー
トセンター『く
るり』

02130104 障害福祉サービス事業（行動援護） くるり：行動援護事業
京都府 京都市南区 吉祥院西定成町２９番地２ 2 民間からの賃借等 2 民間からの賃借等

平成4年5月1日 20 4,917
ア建設費 0310

京都市伏見
障害者デイ
サービスセン
ター

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） 伏見デイ：生活介護事業
京都府 京都市伏見区 紙子屋町544 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

2 民間からの賃借等 令和6年4月1日 0 48
ア建設費 0

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成26年4月1日 0 47
ア建設費 0310

京都市伏見
障害者デイ
サービスセン
ター

02130303 計画相談支援 伏見デイ：計画相談
京都府 京都市伏見区 紙子屋町544 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

320
生活サポー
トセンター『と
らい』

02130102 障害福祉サービス事業（重度訪問介護） とらい：重度訪問介護事業
京都府 京都市伏見区 桝形町435番地１の2 3 自己所有

イ大規模修繕

平成17年8月1日 0 4,237
ア建設費 平成26年3月28日 55,448,500 55,448,500 204.540320

生活サポー
トセンター『と
らい』

02130101 障害福祉サービス事業（居宅介護） とらい：居宅介護事業
京都府 京都市伏見区 桝形町435番地１の2 3 自己所有 3 自己所有

平成24年5月1日 0 183
ア建設費 0320

生活サポー
トセンター『と
らい』

02130103 障害福祉サービス事業（同行援護） とらい：同行援護事業
京都府 京都市伏見区 桝形町435番地１の2 3 自己所有 3 自己所有

イ大規模修繕

3 自己所有 平成24年10月1日 0 13
ア建設費 0

イ大規模修繕

3 自己所有 平成24年5月1日 0 1,895
ア建設費 0320

生活サポー
トセンター『と
らい』

02130104 障害福祉サービス事業（行動援護） とらい：行動援護事業
京都府 京都市伏見区 桝形町435番地１の2 3 自己所有

イ大規模修繕

320
生活サポー
トセンター『と
らい』

02130114 障害福祉サービス事業（共同生活援助） グループホーム『ふしみ寮』
京都府 京都市伏見区 鍛冶屋町 3 自己所有

イ大規模修繕

平成18年10月1日 0 1,860
ア建設費 0320

生活サポー
トセンター『と
らい』

02130403 移動支援事業 とらい：地域生活支援事業
京都府 京都市伏見区 桝形町435番地１の2 3 自己所有 3 自己所有

平成26年5月1日 10 2,436
ア建設費 0320

生活サポー
トセンター『と
らい』

02090103 障害児通所支援事業（放課後デイサービス） 放課後等デイサービス『らいと』
京都府 京都市伏見区 桝形町435番地１の2 3 自己所有 3 自己所有

142.420
イ大規模修繕

3 自己所有 平成16年2月1日 5 2,813
ア建設費 平成27年4月21日 18,443,790 0 18,443,790

イ大規模修繕

3 自己所有 平成29年1月1日 0 420
ア建設費 0320

生活サポー
トセンター『と
らい』

06321401 （公益）その他所轄庁が認めた事業 福祉有償運送事業とらい
京都府 京都市伏見区 桝形町435番地１の2 3 自己所有

イ大規模修繕

330
京都市伏見
障害者授産
所

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） 伏授生活：受託事業
京都府 京都市伏見区 紙子屋町544 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

平成4年4月1日 6 1,522
ア建設費 0330

京都市伏見
障害者授産
所

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） 伏授生活：福祉事業
京都府 京都市伏見区 紙子屋町544 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

平成4年4月1日 14 4,022
ア建設費 0330

京都市伏見
障害者授産
所

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 伏授Ｂ型：福祉事業
京都府 京都市伏見区 紙子屋町544 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成4年4月1日 6 1,522
ア建設費 0

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成4年4月1日 14 4,022
ア建設費 0330

京都市伏見
障害者授産
所

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 伏授Ｂ型：印刷事業
京都府 京都市伏見区 紙子屋町544 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

340 京都市ふし
み学園

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） ふしみ学園：福祉事業
京都府 京都市伏見区 紙子屋町544 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

平成4年4月1日 14 4,022
ア建設費 0330

京都市伏見
障害者授産
所

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 伏授Ｂ型：その他事業
京都府 京都市伏見区 紙子屋町544 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

平成4年5月1日 55 14,853
ア建設費 0340 京都市ふし

み学園

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） ふしみ学園：受託事業
京都府 京都市伏見区 紙子屋町544 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

180.520
イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成4年5月1日 55 14,853
ア建設費 平成26年3月28日 47,970,500 47,970,500

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成4年5月1日 55 14,853
ア建設費 0340 京都市ふし

み学園

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） ふしみ学園：自主事業
京都府 京都市伏見区 紙子屋町544 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

350 京都いたは
し学園

02130111 障害福祉サービス事業（就労移行支援） いたはし移行：福祉事業
京都府 京都市伏見区 聚楽町６７２番地 3 自己所有

イ大規模修繕

平成27年4月1日 0 7
ア建設費 0340 京都市ふし

み学園

02130303 計画相談支援 ふしみ学園：計画相談
京都府 京都市伏見区 紙子屋町544 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

平成18年4月1日 6 232
ア建設費 0350 京都いたは

し学園

02130111 障害福祉サービス事業（就労移行支援） いたはし移行：受託事業
京都府 京都市伏見区 聚楽町６７２番地 3 自己所有 3 自己所有

イ大規模修繕

3 自己所有 平成18年4月1日 6 232
ア建設費 0

546.770
イ大規模修繕

3 自己所有 平成18年4月1日 14 4,937
ア建設費 令和7年2月7日 46,503,232 260,000,000 306,503,232350 京都いたは

し学園

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） いたはしＢ型：福祉事業
京都府 京都市伏見区 聚楽町６７２番地 3 自己所有

イ大規模修繕

350 京都いたは
し学園

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） いたはしＢ型：パン事業
京都府 京都市伏見区 聚楽町６７２番地 3 自己所有

イ大規模修繕

平成18年4月1日 14 4,937
ア建設費 0350 京都いたは

し学園

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） いたはしＢ型：受託事業
京都府 京都市伏見区 聚楽町６７２番地 3 自己所有 3 自己所有

3 自己所有 平成18年4月1日 14 4,937
ア建設費 0
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平成18年4月1日 14 4,937
ア建設費 0350 京都いたは

し学園

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） いたはしＢ型：喫茶事業
京都府 京都市伏見区 聚楽町６７２番地 3 自己所有 3 自己所有

イ大規模修繕

イ大規模修繕

3 自己所有 平成26年4月1日 0 45
ア建設費 0350 京都いたは

し学園

02130303 計画相談支援 いたはし学園：計画相談
京都府 京都市伏見区 聚楽町６７２番地 3 自己所有

イ大規模修繕

410
京都市山科
身体障害者
福祉会館

02140501 身体障害者福祉センター 山科会館：会館事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

平成30年7月1日 0 61
ア建設費 0350 京都いたは

し学園

02130204 地域定着支援 いたはし学園:就労定着支援事業
京都府 京都市伏見区 聚楽町６７２番地 3 自己所有 3 自己所有

平成5年4月1日 20 3,321
ア建設費 0410

京都市山科
身体障害者
福祉会館

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） 山科会館：生活介護事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成5年4月1日 0 27,355
ア建設費 0

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成26年4月1日 0 5
ア建設費 0 0 0410

京都市山科
身体障害者
福祉会館

02130303 計画相談支援 山科会館：計画相談
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

420

京都市山科
障害者デイ
サービスセン
ター

02130303 計画相談支援 山科障害デイ：計画相談
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

平成5年4月1日 20 4,359
ア建設費 0420

京都市山科
障害者デイ
サービスセン
ター

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） 山科障害デイ：生活介護事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

平成29年3月25日 20 4,045
ア建設費 平成29年3月25日 209,063,690 225,635,884 434,699,574 1,025.890430 デイスポット

楽

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） デイスポット楽：生活介護事業
京都府 京都市山科区 東野中井ノ上町1-17 3 自己所有 3 自己所有

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成26年4月1日 0 37
ア建設費 0

イ大規模修繕

3 自己所有 平成30年4月1日 0 34
ア建設費 0430 デイスポット

楽

02130303 計画相談支援 デイスポット楽:計画相談
京都府 京都市山科区 東野中井ノ上町1-17 3 自己所有

イ大規模修繕

440
生活サポー
トセンター
『ほっと』

02130102 障害福祉サービス事業（重度訪問介護） ほっと：重度訪問介護事業
京都府 京都市山科区 東野中井ノ上町1-17 3 自己所有

イ大規模修繕

平成24年10月1日 0 5,633
ア建設費 0440

生活サポー
トセンター
『ほっと』

02130101 障害福祉サービス事業（居宅介護） ほっと：居宅介護事業
京都府 京都市山科区 東野中井ノ上町1-17 3 自己所有 3 自己所有

平成25年12月1日 0 0
ア建設費 0440

生活サポー
トセンター
『ほっと』

02130103 障害福祉サービス事業（同行援護） ほっと：同行援護事業
京都府 京都市山科区 東野中井ノ上町1-17 3 自己所有 3 自己所有

イ大規模修繕

3 自己所有 平成24年10月1日 0 3
ア建設費 0

イ大規模修繕

3 自己所有 平成24年10月1日 0 614
ア建設費 0440

生活サポー
トセンター
『ほっと』

02130104 障害福祉サービス事業（行動援護） ほっと：行動援護事業
京都府 京都市山科区 東野中井ノ上町1-17 3 自己所有

イ大規模修繕

440
生活サポー
トセンター
『ほっと』

06321401 （公益）その他所轄庁が認めた事業 ほっと：介護保険法訪問介護事業
京都府 京都市山科区 山科区東野中井ノ上町1-17 3 自己所有

イ大規模修繕

平成24年10月1日 0 824
ア建設費 0440

生活サポー
トセンター
『ほっと』

02130403 移動支援事業 ほっと：地域生活支援事業
京都府 京都市山科区 東野中井ノ上町1-17 3 自己所有 3 自己所有

平成29年5月1日 10 2,860
ア建設費 平成29年4月23日 102,100,484 102,100,484 260.860440

生活サポー
トセンター
『ほっと』

02130114 障害福祉サービス事業（共同生活援助） あんど：共同生活事業
京都府 京都市山科区 東野中井ノ上町1-17の2 3 自己所有 3 自己所有

イ大規模修繕

3 自己所有 令和5年4月1日 0 365
ア建設費 0

イ大規模修繕

3 自己所有 平成29年10月1日 0 277
ア建設費 0440

生活サポー
トセンター
『ほっと』

02130107 障害福祉サービス事業（短期入所） あんど：短期入所
京都府 京都市山科区 東野中井ノ上町1-17の2 3 自己所有

イ大規模修繕

440
生活サポー
トセンター
『ほっと』

06320901 （公益）社会福祉の増進に資する人材育成・確保事業 居宅介護従業者養成研修事業
京都府 京都市山科区 山科区東野中井ノ上町1-17 3 自己所有

イ大規模修繕

平成15年10月1日 0 0
ア建設費 0440

生活サポー
トセンター
『ほっと』

02130403 移動支援事業 『ほっと』レスパイトサービス事業
京都府 京都市山科区 山科区東野中井ノ上町1-17 3 自己所有 3 自己所有

平成29年3月31日 10 2,801
ア建設費 0440

生活サポー
トセンター
『ほっと』

02090103 障害児通所支援事業（放課後デイサービス） 放課後等デイサービスすてーじ
京都府 京都市山科区 山科区東野中井ノ上町1-17 3 自己所有 3 自己所有

イ大規模修繕

3 自己所有 平成17年10月1日 0 0
ア建設費 0

イ大規模修繕

3 自己所有 平成27年4月1日 0 218
ア建設費 0440

生活サポー
トセンター
『ほっと』

06321401 （公益）その他所轄庁が認めた事業 福祉有償運送事業ラクショーネ
京都府 京都市山科区 東野中井ノ上町1-17 3 自己所有

イ大規模修繕

450
京都市山科
障害者授産
所

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） 山授生活：福祉事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

平成29年9月1日 0 175
ア建設費 0440

生活サポー
トセンター
『ほっと』

06321401 （公益）その他所轄庁が認めた事業 福祉有償運送事業ほっと
京都府 京都市山科区 東野中井ノ上町1-17 3 自己所有 3 自己所有

平成5年4月1日 10 2,089
ア建設費 0450

京都市山科
障害者授産
所

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） 山授生活：印刷事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成5年4月1日 10 2,089
ア建設費 0

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成5年4月1日 10 2,089
ア建設費 0450

京都市山科
障害者授産
所

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） 山授生活：受託事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

京都市山科 02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） 山授生活：自主事業
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１１．前会計年度における事業等の概要　－　(2)公益事業

450
京都市山科
障害者授産
所

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 山授Ｂ型：福祉事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

平成5年4月1日 10 2,089
ア建設費 0450

京都市山科
障害者授産
所

京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

平成5年4月1日 10 2,626
ア建設費 0450

京都市山科
障害者授産
所

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 山授Ｂ型：印刷事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成5年4月1日 10 2,626
ア建設費 0

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成5年4月1日 10 2,626
ア建設費 0450

京都市山科
障害者授産
所

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 山授Ｂ型：受託事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

450
京都市山科
障害者授産
所

02130303 計画相談支援 山科授産：計画相談
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

平成5年4月1日 10 2,626
ア建設費 0450

京都市山科
障害者授産
所

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 山授Ｂ型：自主事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

平成5年4月1日 35 6,275
ア建設費 0460 京都市やま

しな学園

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） やましな生活：福祉事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成27年4月1日 0 2
ア建設費 0

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成5年4月1日 35 6,275
ア建設費 0460 京都市やま

しな学園

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） やましな生活：受託事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

460 京都市やま
しな学園

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） やましなＢ型：福祉事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

平成5年4月1日 35 6,275
ア建設費 0460 京都市やま

しな学園

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） やましな生活：その他事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

平成5年4月1日 20 4,915
ア建設費 0460 京都市やま

しな学園

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） やましなＢ型：受託事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成5年4月1日 20 4,915
ア建設費 0

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成5年4月1日 20 4,915
ア建設費 0460 京都市やま

しな学園

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） やましなＢ型：その他事業
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

510 京都市だい
ご学園

02130111 障害福祉サービス事業（就労移行支援） だいご移行：福祉事業
京都府 京都市伏見区 醍醐辰巳町7番１の２ 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

平成27年4月1日 0 61
ア建設費 0460 京都市やま

しな学園

02130303 計画相談支援 やましな学園：計画相談
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

平成15年5月1日 6 755
ア建設費 0510 京都市だい

ご学園

02130111 障害福祉サービス事業（就労移行支援） だいご移行：受託事業
京都府 京都市伏見区 醍醐辰巳町7番１の２ 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成15年5月1日 6 755
ア建設費 0

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 平成15年5月1日 6 755
ア建設費 0510 京都市だい

ご学園

02130111 障害福祉サービス事業（就労移行支援） だいご移行：ドーナツ事業
京都府 京都市伏見区 醍醐辰巳町7番１の２ 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

510 京都市だい
ご学園

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） だいごＢ型：受託事業
京都府 京都市伏見区 醍醐辰巳町7番１の２ 3 自己所有

イ大規模修繕

平成15年5月1日 34 8,223
ア建設費 平成30年4月13日 170,050,935 21,582,126 191,633,061 392.100510 京都市だい

ご学園

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） だいごＢ型：福祉事業
京都府 京都市伏見区 醍醐辰巳町7番１の２ 3 自己所有 3 自己所有

平成15年5月1日 34 8,223
ア建設費 0510 京都市だい

ご学園

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） だいごＢ型：ドーナツ事業
京都府 京都市伏見区 醍醐辰巳町7番１の２ 3 自己所有 3 自己所有

イ大規模修繕

3 自己所有 平成15年5月1日 34 8,223
ア建設費 0

イ大規模修繕

3 自己所有 平成27年4月1日 0 39
ア建設費 0510 京都市だい

ご学園

02130303 計画相談支援 だいご学園：計画相談
京都府 京都市伏見区 醍醐辰巳町7番１の２ 3 自己所有

イ大規模修繕

630 京都市うず
まさ学園

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） 京都市うずまさ学園：生活介護
京都府 京都市右京区 太秦森ケ前町21番地の10 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

令和5年4月1日 20 4,913
ア建設費 0610

京都市太秦
障害者デイ
サービスセン
ター

02130106 障害福祉サービス事業（生活介護） 太秦デイ：生活介護事業
京都府 京都市右京区 太秦森ケ前町21番地の10 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

令和5年4月1日 30 5,964
ア建設費 0630 京都市うず

まさ学園

02130113 障害福祉サービス事業（就労継続支援Ｂ型） 京都市うずまさ学園：就労Ｂ型
京都府 京都市右京区 太秦森ケ前町21番地の10 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 令和5年4月1日 30 6,872
ア建設費 0

イ大規模修繕

1 行政からの賃借等 令和5年4月1日 0 7
ア建設費 0630 京都市うず

まさ学園

02130303 計画相談支援 うずまさ学園：計画相談
京都府 京都市右京区 太秦森ケ前町21番地の10 1 行政からの賃借等

イ大規模修繕

⑧年間(4月～3
月）利用者延べ総
数（人／年）

⑨社会福祉施設等の建設等の状況（当該拠点区分における主たる事業（前年度の年間収益が最も多い事業）に計上）

ア 建設費 （ア）建設年月日 （イ）自己資金額（円） （ウ）補助金額（円） （エ）借入金額（円） （オ）建設費合計額（円） ウ 延べ床面積

①-1拠点
区分コード
分類

①-2拠点
区分名称

①-3事業類型コー
ド分類 ①-4実施事業名称 ➁事業所の名称

③事業所の所在地 ④事業所の土
地の保有状況

⑤事業所の建
物の保有状況

⑥事業所単位での事業開
始年月日

⑦事業所単
位での定員

6/9



社会福祉法人　京都障害者福祉センター

現況報告書（令和7年4月1日現在） 別紙１

１１．前会計年度における事業等の概要　－　(3)収益事業

１１．前会計年度における事業等の概要　－　(4)備考

11-2．地域における公益的な取組（地域公益事業(再掲)含む）

イ大規模修繕 平成29年10月15日 40,154,400

1 行政からの賃借等 平成4年4月1日 0 0
ア建設費 0

（イ）修繕費合計額（円）

360
京都市伏見
社会福祉総
合センター

03321401 その他所轄庁が認めた事業 京都市伏見社会福祉総合センター
京都府 京都市伏見区 紙子屋町544 1 行政からの賃借等

イ　大規模修繕 （ア）－１修繕年月日
（１回目）

（ア）－２修繕年月日
（２回目）

（ア）－３修繕年月日
（３回目）

（ア）－４修繕年月日
（４回目）

（ア）－5修繕年月日
（５回目）

44,550,000イ大規模修繕 平成29年9月1日

平成5年4月1日 0 0
ア建設費 0470

京都市山科
合同福祉セ
ンター

03321401 その他所轄庁が認めた事業 京都市山科合同福祉センター
京都府 京都市山科区 竹鼻四丁野町34-1 1 行政からの賃借等 1 行政からの賃借等

（イ）修繕費合計額（円）イ　大規模修繕 （ア）－１修繕年月日
（１回目）

（ア）－２修繕年月日
（２回目）

（ア）－３修繕年月日
（３回目）

（ア）－４修繕年月日
（４回目）

（ア）－5修繕年月日
（５回目）

⑦事業所単
位での定員

⑧年間(4月～3
月）利用者延べ総
数（人／年）

⑨社会福祉施設等の建設等の状況（当該拠点区分における主たる事業（前年度の年間収益が最も多い事業）に計上）

ア　建設費 （ア）建設年月日 （イ）自己資金額（円） （ウ）補助金額（円） （エ）借入金額（円） （オ）建設費合計額（円） ウ　延べ床面積

①-1拠点
区分コード
分類

①-2拠点
区分名称

①-3事業類型コー
ド分類 ①-4実施事業名称 ➁事業所の名称

③事業所の所在地 ④事業所の土
地の保有状況

⑤事業所の建
物の保有状況

⑥事業所単位での事業開
始年月日

地域における公益的な取
組⑦（地域住民に対する
福祉教育）

ボランティア受け入れ 洛南障害者授産所で実施

就労チャレンジ体験修了者（高齢者）や実習を終えた学生等を作業ボランティアとして受け入れた。

地域における公益的な取
組⑨（その他）

「あそびの広場」の開催 支援センターらくとうで実施

障害のある子どもたちの長期休み期間中に、余暇支援と保護者同士の交流を目的に開催した。

地域における公益的な取
組⑧（地域の関係者との
ネットワークづくり）

地域の方の居場所づくり 洛南身体障害者福祉会館で実施

大人の脳トレ塾・室内スポーツ・バランスヨガ教室・健康麻雀教室・スマホ講座・webﾃﾞｻﾞｲﾝ体験など

地域における公益的な取
組⑨（その他）

地域コミュニティー誌の発行 洛南障害者授産所で実施

地域コミュニティー誌を発行し、地域に向けて各種情報発信をした。

地域における公益的な取
組⑨（その他）

「地域ふれあいまつり」の開催 洛南・山科エリアの各施設で実施

洛南・伏見・山科の各エリアで多くの地域団体等と連携して住民の皆さんと交流するふれあい祭りを開催した。

地域における公益的な取
組⑦（地域住民に対する
福祉教育）

小学校における車椅子体験 伏見授産所・伏見デイ･山科会館・山科授産で実施

利用者が講師となり、車椅子の体験談や操作方法などの講義を行った。

①取組類型コード分類
➁取組の名称 ③取組の実施場所(区域)

④取組内容

地域における公益的な取
組⑨（その他）

受刑者の清掃作業（車両）の受入 伏見障害者授産所で実施

京都拘置所と社会貢献作業の協定書を締結し、受刑者の清掃作業（車両）の受け入れを行った。

地域における公益的な取
組⑧（地域の関係者との
ネットワークづくり）

共に生きる地域を目指すプラットフォーム 支援センターらくなんで実施

京都市南区内のネットワークづくりの一環として、南区社協・南区役所・洛南授産でネットワーク会議を実施。

地域における公益的な取
組⑨（その他）

みなみな展示会 支援センターらくなんで実施

福祉作業所の紹介や作品を展示し、障がい者に対する理解促進の一環として取り組んだ。

地域における公益的な取
組⑧（地域の関係者との
ネットワークづくり）

だいご健康体操 だいご学園で実施

オリジナル体操を近隣の住民と一緒に実施した。

地域における公益的な取
組⑨（その他）

ボランティア受け入れ 洛南障害者デイあすなろで実施

仕事を引退されたボランティア2名を受入し、利用者と職員と一緒に活動している。

地域における公益的な取
組⑨（その他）

常設の「ふれあい誰でもギャラリー」設置 山科身体障害者福祉会館で実施

地域の方の絵画などの作品を展示して交流の場としている。ボランティア講座・フリースペース等の開催

地域における公益的な取
組⑧（地域の関係者との
ネットワークづくり）

「ふらっと相談カフェ」の開催 だいご学園分園「ふらっと」で実施

市民活動・地域活動に関する相談や福祉に関する悩みごと等を気軽に相談できるカフェを開催。

地域における公益的な取
組⑦（地域住民に対する
福祉教育）

東山区こころのふれあい作品展 支援センターらくとうで実施

精神障害者の作品や他を展示し、精神・知的・身体障害に対する理解を深め、ふれあいの輪を広げる。

地域における公益的な取
組②（地域の要支援者
に対する配食、見守り、移
動等の生活支援）

福祉有償運送「京都ラクシヨーネ」の運営 主に山科区内及び京都市周辺区域

移動困難な障がい者や高齢者向けに、年間4,877回延べ7,730人に低額な料金で輸送サービスを実施。
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社会福祉法人　京都障害者福祉センター

現況報告書（令和7年4月1日現在） 別紙１

１２．社会福祉充実残額及び社会福祉充実計画の策定の状況  （社会福祉充実残額算定シートを作成するまで編集することはできません）

（1）社会福祉充実残額等の総額（円）
（2）社会福祉充実計画の策定の状況

（3）社会福祉充実残額の前年度の投資実績額
　　①社会福祉事業又は公益事業（社会福祉事業に類する小規模事業）（円）
　　②地域公益事業（円）
　　③公益事業（円）
　　④合計額（①＋②＋③）（円）
（4）社会福祉充実計画の実施期間 ～

１３．透明性の確保に向けた取組状況

(1)積極的な情報公表への取組
　①任意事項の公表の有無
　　㋐事業報告
　　㋑財産目録
　　㋒事業計画書
　　㋓第三者評価結果
　　㋔苦情処理結果
　　㋕監事監査結果
　　㋖附属明細書
(2)前会計年度の報酬・補助金等の公費の状況
　①事業運営に係る公費（円）
　➁施設・設備に係る公費（円）
　③国庫補助金等特別積立金取崩累計額（円）
(3)福祉サービスの第三者評価の受審施設・事業所について

１４．ガバナンスの強化・財務規律の確立に向けた取組状況

(1)会計監査人非設置法人における会計に関する専門家の活用状況
　①実施者の区分
　➁実施者の氏名（法人の場合は法人名）
　③業務内容
　④費用［年額］（円）

地域における公益的な取
組⑨（その他）

町内会のごみ収集場所の提供と清掃 グループホームふしみ寮で実施

施設の前の道路を町内のゴミ収集場所として提供し、収集後に清掃を行い、町内会に貢献する。

地域における公益的な取
組⑨（その他）

たちばなこども食堂 京都橘大学で、やましな学園が実施

京都橘大学で開催されたこども食堂に、出店参加した。

地域における公益的な取
組⑨（その他）

地域交流「みんなでつくってあそぼう」 だいご学園が支援センターらくとう他と協力して開催

子育て世代の保護者・子供の交流を目的にお神輿を制作した。

地域における公益的な取
組⑨（その他）

ボランティア受入 山科授産所で実施

地域の高齢者の方にボランティアとして自主製品の縫製加工をお願いする。

地域における公益的な取
組⑨（その他）

地域交流スペースを設置・運営 ふしみ学園・東野障害者福祉センターで開催

施設スペースを地域に開放、笑ヨガ教室を開催。

地域における公益的な取
組⑧（地域の関係者との
ネットワークづくり）

毘沙門市　最澄さん 京都市山科区　毘沙門堂にて、やましな学園が実施

地域の福祉施設の授産製品と地元作家の手作り商品等の販売促進と活動を紹介する目的に開催。

地域における公益的な取
組⑨（その他）

ボランティア講座 やましな学園と山科障害者デイサービスセンターで実施

知的ハンディを持つ人を支えるボランティア講座をほかの団体と協力の上開催した。

1 有

1,738,987,992
9,625,000

0

施設名 直近の受審年度

1 有
1 有
1 有
1 有
1 有
1 有

0
0
0

0

0

①事業名
②事業種別

④事業内容（記述）
⑤計画における事業費のう
ち社会福祉充実残額財源
の合計（円）

⑥⑤のうち今会計年度
以降の合計（円）③事業内容

京都市太秦デイサービスセンター 平成28年度
京都市山科身体障害者福祉会館 平成27年度

京都市伏見障害者デイサービスセンター 平成28年度
京都市山科障害者授産所 平成28年度
京都市やましな学園 平成28年度

京都市だいご学園 平成29年度
京都市伏見障害者授産所 平成29年度
京都市洛南障害者授産所 平成29年度

京都市うずまさ学園 令和２年度
放課後等デイサービス「らいと」 令和元年度
京都いたはし学園 平成29年度

洛南障害者デイサービスセンター「あすなろ」 令和２年度
ディスポット「楽」 令和２年度
放課後等デイサービス「すてーじ」 令和２年度

京都市洛南身体障害者福祉会館 令和６年度
京都市ふしみ学園 令和６年度
京都市山科障害者デイサービスセンター 令和６年度

⑤の合計（円） ⑥の合計（円）

0 0
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社会福祉法人　京都障害者福祉センター

現況報告書（令和7年4月1日現在） 別紙１

(2)法人所轄庁からの報告徴収・検査への対応状況
　①所轄庁から求められた改善事項

　➁実施した改善内容

１５．その他

退職手当制度の加入状況等（複数回答可）
① 社会福祉施設職員等退職手当共済制度（(独)福祉医療機構）に加入
② 中小企業退職金共済制度（(独)勤労者退職金共済機構）に加入
③ 特定退職金共済制度（商工会議所）に加入
④ 都道府県社会福祉協議会や都道府県民間社会福祉事業職員共済会等が行う民間の社会福祉事業･施設の職員を対象とした退職手当制度に加入
⑤ その他の退職手当制度に加入（具体的に：●●●　　）
⑥ 法人独自で退職手当制度を整備
⑦ 退職手当制度には加入せず、退職給付引当金の積立も行っていない

１６．社員として所属する社会福祉連携推進法人の名称

2 無
2 無

1 有
2 無
2 無

1 有
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